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    本日の会議に付した事件 

     日程第１から日程第３まで 
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     午前１０時１０分 開会・開議 

○議長（味上庄一郎君） 皆様、ご起立ください。 

  おはようございます。 

  ご着席ください。 

  ただいまの出席議員は14名であります。 

  12番伊藤 淳君より欠席届が出ております。 

  定足数に達しておりますので、これより令和７年加美町議会第３回定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  議長の諸般の報告につきましては、資料のとおりとなっておりますのでご覧いただきたいと

思います。 

  町長の行政報告につきましては、文書で報告がありましたのでご覧いただきたいと思います。 

  ここで、町長より発言の申出がありますので、これを許可いたします。町長。 

     〔町長 石山敬貴君 登壇〕 

○町長（石山敬貴君） 皆さん、おはようございます。 

  本日からの令和７年加美町議会第３回定例会、何とぞよろしくお願いいたします。 

  私からは、発言の許可をいただきましたので、やくらいゴルフ場の土地に関する訴訟の経過

についてご報告をさせていただきます。 

  やくらいゴルフ場の土地に関する訴訟につきましては、仙台地方裁判所に３件の訴訟が係属

しております。ＣＳ宮城加美町合同会社が町を相手に提起した土地所有権確認請求事件と、町

が株式会社チームトレインと太陽光発電事業者２者を相手に提起した所有権確認等請求事件に

ついて、以上２件は併合して審理されております。 

  令和７年８月26日に弁論準備手続がウェブ会議で行われました。次回期日は、令和７年10月

16日午前10時30分からウェブ会議で行われます。 

  株式会社チームトレインが町を相手に提起した損害賠償等請求事件については、令和７年７

月23日、８月26日に弁論準備手続が行われました。次回期日は、令和７年10月16日午前11時15

分からウェブ会議で行われます。 

  なお、弁論準備手続は、争点や提出された書類を整理する場として行われるものでございま

す。裁判所と弁護士事務所をインターネットでつなぎ、ウェブ会議形式で行われ、一般の方に

は非公開となっております。訴訟の審理は争点整理が終盤に差しかかっておりますが、もう少

しの間、続く見通しでございます。以上、訴訟の経過報告となります。 
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  以上でございます。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（味上庄一郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、１番田中草太君、２番早坂 潔

君を指名いたします。 

                                            

     日程第２ 会期の決定 

○議長（味上庄一郎君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期については、議会運営委員会から答申がありましたとお

り、本日から９月24日までの16日間としたいと思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしといたします。よって、本定例会の会期は、９月24日まで

の16日間と決定いたしました。 

                                            

     日程第３ 一般質問 

○議長（味上庄一郎君） 日程第３、一般質問を行います。 

  一般質問の順序は、通告のあった順序で行います。 

  執行部及び議員各位に申し上げます。一般質問については、質問、答弁を含めておおむね１

時間と定めております。答弁者は質問の趣旨を確認の上、簡潔かつ明瞭に答弁されるようお願

いいたします。また、質問者においても趣旨を分かりやすく質問し、品位ある言葉遣いを心が

けるようお願いいたします。 

  それでは、通告１番、５番早坂伊佐雄君の一般質問を許可いたします。ご登壇願います。 

     〔５番 早坂伊佐雄君 登壇〕 

○５番（早坂伊佐雄君） それでは、大綱３問について一般質問を行います。 

  まず大綱１問目ですけれども、鳥獣被害対策について。 

  今朝もそうですけれども、加美町がテレビで全国放送になっておりまして、最近、熊をはじ

めとする鳥獣被害が町内でも頻繁に発生しております。その対策等について伺います。 

  まず（１）として鳥獣被害の状況について。 

  （２）として鳥獣の捕獲後の処理等について。 
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  （３）その対策について。 

  （４）猟友会の方々への手当等について。 

  （５）町民に対する啓発策について。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

     〔町長 石山敬貴君 登壇〕 

○町長（石山敬貴君） 早坂議員からは、鳥獣被害対策について大綱１問目にご質問をいただき

ました。ありがとうございます。 

  今、議員ご指摘のように、私も今朝、ＮＨＫのニュースで例の宮崎の熊のことに関する報道

を見ていたところでございますが、猟友会の皆様のご尽力を賜りまして、一昨日、８月７日の

朝にわなに捕獲といったようなことで、今回のニュースの件の熊に関しましては一つの終結す

ることができたのかなというふうに思っておりますが、議員ご指摘のように、最近は本当に連

日のように加美町でも、さらには全国各地で熊の出没といったようなこと、または人身被害も

起きているといったようなことございますので、危機意識、私も共有しているといったような

状況でございます。 

  順次、答弁をさせていただきたいと思います。 

  まず１点目のご質問について、鳥獣被害の状況についてお答えさせていただきます。 

  宮城県におきましても、７月29日に熊出没警報が発令されたところでございます。加美町に

おける鳥獣被害の状況でございますが、イノシシや熊、鹿、カラス等による令和６年度の農作

物の被害金額は840万6,000円、被害面積は7.1ヘクタールになっております。その中でもイノ

シシによる被害が最も多く、被害金額は580万9,000円で全体の約７割を占めております。前年

度と比較しますと、被害金額は209万4,000円の減、被害面積は0.22ヘクタールの減となりまし

たが、依然として多くの被害を受けている状況には変わりないと認識しております。 

  次に、２点目のご質問にお答えさせていただきます。 

  鳥獣の捕獲後の処理でございますが、鳥獣保護管理法で原則捕獲場所への放置ができないた

め、適切に処理することが義務づけられております。現在の処理方法としては、焼却と埋設の

２つの方法で処理しております。埋設処理につきましては、捕獲現場から持ち出しが困難な場

合に選択することがあります。ただし、生態系等に与える影響が軽微な場合となります。焼却

処理については、捕獲した個体を約20キログラム程度に解体し、一般廃棄物として大崎地域広

域行政事務組合のクリーンセンターで焼却処理を行っております。この焼却処理をする際の解
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体処理については、狩猟者の自宅で作業することが多く、負担となっていることから、現在、

解体処理施設建設を行っているところでございます。 

  次に、３点目のご質問にお答えさせていただきます。 

  鳥獣被害の対策につきましては、加美町鳥獣被害防止対策協議会が主体となり、様々な対策

を実施しております。 

  １つ目は、地域ぐるみで電気柵やワイヤーメッシュ柵など侵入防止柵を設置する取組への支

援や、個人で鳥獣被害防止対策に有効な資材購入に対する支援を実施しております。 

  ２つ目は、鳥獣を寄せつけないための環境整備として、未収穫野菜や柿等放任果樹の撤去を

促しております。 

  ３つ目は、加美町鳥獣被害対策実施隊におきまして、くくりわなや箱わな等で鳥獣を捕獲す

る活動をしております。主に、これらの活動により被害対策に取り組んでいるところでござい

ます。 

  次に、４点目のご質問にお答えさせていただきます。 

  猟友会の方々への手当等でございますが、鳥獣被害対策実施隊隊員へ鳥獣を捕獲した場合に

報酬を支払わせていただいております。イノシシは１頭１万2,000円、熊と鹿は１頭8,000円、

猿につきましては１頭１万円となっております。また、地域で熊やイノシシ等により農作物や

農地の被害を受けたり、人身被害のおそれがあるため捕獲の要請があった場合、現地確認に立

ち会った場合には１人8,000円、わなを設置した場合は１人5,000円、捕獲を確認するためにパ

トロールをした場合は１人3,000円の謝礼を支払わせていただいております。 

  次に、５点目のご質問でございます。 

  町民に対する啓発策につきましては、町のホームページと広報紙で注意を呼びかけておりま

す。今年度は熊の目撃数が多く、山もブナの実が大凶作との予想から餌を求めて人里近くまで

出没することが考えられておりまして、実際そのような目撃情報が加美町でも多発している状

況でございます。そうしたことから、広報かみまち９月号では、裏表紙一面で熊出没への注意、

警戒を呼びかけ、熊との突発的な遭遇防止対策等を紹介させていただいております。また、熊

の目撃、出没情報の連絡があった場合は、関係部署で情報を共有し、危機対策課からは防災ア

プリ「ＨＡＺＡＲＤＯＮ」で、教育委員会からは保護者に向けてメールを一斉送信し、注意を

促しているところでございます。 

  以上になります。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 
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○５番（早坂伊佐雄君） 簡潔にご答弁いただきましてありがとうございました。 

  それでは再質問させていただきますが、これから秋口にかけて、さらに目撃とか捕獲件数増

えるんだと思うんですけれども、現時点で昨年の同時期と比べて目撃情報とか捕獲件数はどの

ような状況になっているかお尋ねします。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。よろしくお願いいたします。 

  今年の熊の出没情報でございますが、町長の答弁にもありましたとおり増えております。ま

ず、昨日時点で今年度の出没情報でございますけれども22件ございました。昨年度は少なくて、

昨年度は同じ昨日時点で、９月８日時点で申し上げますと16件でございました。おととしも熊

の出没情報が多くて、おととしですと９月８日時点で13件となっておりました。 

  それから、熊の捕獲状況でございますけれども、昨日時点で熊15頭を捕獲しております。こ

の熊の捕獲につきましては、２種類ございます。１つは通常捕獲ということで、今回、宮崎の

旭地区で熊を捕獲した事例のように被害が実際継続してあり、人身被害のおそれがあるという

場合は県の許可を得て、わなを設置して捕獲する、これが普通の通常捕獲というものでござい

まして、この通常捕獲で３頭捕獲しております。もう一つは緊急捕獲というものがございまし

て、こちらは、イノシシのくくりわななどに誤って熊が捕獲されたという場合でございまして、

こういった場合は、その近くに民家があるなど人身に被害を及ぼすおそれがある場合、緊急捕

獲ということで把握しております。こちらが、昨日時点で12頭で計15頭となっております。 

  それから、昨年度につきましては、錯誤捕獲と通常捕獲合わせて８頭ということで、うち錯

誤捕獲が６頭、通常捕獲が２頭ということで昨年度は少ない数となっております。多かったの

が令和５年度でございまして、令和５年度は50頭捕獲しております。通常捕獲が11頭、錯誤捕

獲が39頭ございました。うち１頭は放獣ということで、山で捕獲し、そのまま放したというこ

とでございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 捕獲が一番多い月というのは、多少年度によって異なるのかもしれま

せんけれども、これから秋口あたりが一番多いんですか。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。 

  議員さんおっしゃるとおり、これからの秋に向けて、とにかく出没も増え、捕獲も増えます。
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出没情報、それから捕獲が多かった令和５年度につきましては、11月が一番多く、１月に15件

の目撃などがありました。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 広報に加美町の猟友会の人数は40人というふうに掲載になっておりま

したけれども、これは増加傾向にあるのか、減少傾向にあるのかお尋ねします。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。 

  猟友会、有害鳥獣実施隊につきましては、現在38名おりまして、今年度も２人加入いたしま

した。実際、横ばいというような状況でございますけれども、ただ平均年齢も60代半ばという

ことで上がっている現状にあります。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 資格取得に対して補助があるところもあると思うんですけれども、そ

の補助についてお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。 

  加美町鳥獣被害対策協議会におきまして、狩猟免許取得に対する助成などをしておりますの

で、その免許取得された場合は農林課に申請に来られればと思います。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） もう少し具体的に、最初の取得だけですか、かなり何か費用かかると

いうふうな話も聞いているんですけれども。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 取得にかかる、その試験のときの費用でございまして、実際は狩猟

免許を取得した後、例えば今度、銃でありますと銃の所持許可であったり、あと、その銃の取

得などもございますが、その高いというのはやはりその銃の部分になるのかなと思うんですけ

れども、加美町ではそういった銃取得への支援は現在は行っていないところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 
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○５番（早坂伊佐雄君） 北海道のほうでも頻繁に熊が出没してるんですけれども、やはり広範

囲でそんなに猟友会の人たちがいなくて、他町村からの応援もお願いしているところですけれ

ども、いろいろあって、なかなか猟友会の方々がうまくいってないところもあるようなんです

けれども、その中でちょっと出てきてるのが、やっぱり命がけですので労災に加入してほしい

というふうな話もあるようなんですけれども、加美町では労災加入というのはどうなっている

のかお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。 

  猟友会で保険に加入しているというふうにお聞きしております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 通常と先ほど緊急というふうに２つあるというふうな答弁でしたけれ

ども、今月から緊急銃猟制度が改正になったのかなと思うんですけれども、加美町ではもう対

応しているのか、その辺について伺います。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。 

  鳥獣保護管理法の改正により、今月１日から緊急銃猟ができることとなりました。実際、加

美町といたしましては、これから体制整備ということになります。実際、本日もこの緊急銃猟

に関する県の説明会が今日開催されることになっておりまして、あと来月も訓練などの研修も

行われるというふうになっておりまして、あとは警察署なり、あとは猟友会と今後の体制につ

いていろいろ協議を進めながら体制を整えてまいりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） やはり改正になったのはいいんですけれども、とっさの判断なのでな

かなか判断に迷う場合もあるようですので、県の研修会に全員参加するのかどうか分かりませ

んけれども、やっぱりもう少し町自体としてもいろいろ研修会とか、そういうふうな必要性も

あるかと思いますのでご検討いただければと思います。 

  最後になりますけれども、特に北海道でも捕獲とか処分したときに、動物愛護団体から市町

村に対してのかなりの電話が殺到しているというふうなことを聞くわけですけれども、先ほど

冒頭に言いましたように、加美町でも全国放送になっておりますので、その辺の町に対しての
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電話とか、そういうふうなものはあるのか、どうなのかその辺をお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 農林課長。 

○農林課長（尾形一浩君） 農林課長でございます。 

  正直、私もその辺、大変心配しておりまして、現在のところ数件お電話はいただいている状

況になります。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） それでは、大綱２問目に移らせていただきます。 

  町の学力テストと全国の学力テストについて、以下の点について伺います。 

  （１）としまして、町の学力テストと全国学力テストの結果について。 

  （２）として、その対応について。 

  （３）として、指導主事と専門監の役割について。 

  （４）今年度、学力向上指導員の状況について。 

  それから（５）として、学力向上策についてお尋ねをいたします。 

  ぜひ教育長におかれましては、簡潔な答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

     〔教育長 鎌田 稔君 登壇〕 

○教育長（鎌田 稔君） おはようございます。どうぞよろしくお願いいたします。簡潔に答弁

するよう努力したいと思いますけれども。 

  大綱２問目、１つ目のご質問の町の学力テストと全国の学力テストについて。 

  初めに町の学力テストの結果からお答えいたします。 

  加美町の標準学力調査は、小学生は３年生から６年生まで、12月に国語と算数の２教科、中

学生は１、２年生が４月と12月に５教科実施しております。到達してほしい正答率を目標値に

設定しております。令和６年12月に実施した小学校の国語と算数は、どの学年も目標値と同等

の結果でした。令和７年４月に実施した中学校１、２学年の国語、１学年の英語は目標値と同

等の結果でしたが、ほかの教科につきましては目標値を下回りました。 

  次に、全国の学力テストの結果についてお答えします。 

  令和７年、４月17日に小学校６年生、中学３年生を対象として実施された全国学力学習状況

調査では、算数・数学、理科の平均正答率は全国の平均正答率を下回る結果でしたが、国語に

ついては全国の平均正答率と同等の結果でした。 
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  次に、２つ目のご質問のその対応についてお答えします。 

  学校及び教育委員会では、学力テストの結果を分析し、学ぶ力向上プロジェクト事業の年６

回の研修等会議の中で計画的に対策を講じております。各教科の学力テストの問題から目標値

を大きく下回った分野を特定し、学習した学年まで戻って復習したり、類題や過去問を解いた

りしております。条件に合う回答や選択を見つけること、条件に合わせて記述することに課題

があることから問題を読み解く力や正解を導く力をつけるよう、児童生徒の理解の状況や授業

改善のポイントを把握し、学校の実態に合わせた対応を行っております。具体の手だてとその

成果や課題につきましては、研修や会議の場で指導主事が指導助言を適宜行いながら検討、共

有し、12月に実施する町の標準学力調査に向けて各学校で実践につなげるよう努めているとこ

ろでございます。 

  次に、３つ目のご質問の指導主事と専門監の役割についてお答えします。 

  教育委員会には、宮城県教育委員会より派遣された指導主事と専門監指導主事の２名の教職

員を配置しております。２名が従事している業務内容は、教育課程の編成に関すること、教職

員の研修に関すること、教育相談に関すること、学校教育等の指導助言に関すること、心のケ

アハウス事業に関すること、特別支援教育に関すること、その他の学校教育に関することなど

多岐にわたっております。 

  特に教育委員会の重点施策である学ぶ力向上プロジェクト等、加美志総合探求プロジェクト

においては、加美町の子どもたちが自ら学ぶ力、将来を生きる力を向上させることを目的とし

て、学校における授業改善を促進するための取組をコーディネートする役割を担っております。

プロジェクト会議で提案、共有された事項について、その手だてが児童生徒の理解の状況や学

校の実態に見合ったものか、実践が計画的に行われているか、取組の成果や課題を教職員間で

しっかりと共有されているかなど、各学校からの報告や訪問での参加により指導主事が把握し、

研修や会議の場において指導・助言を行い、町内の学校で好事例が共有されるように努めてい

るところでございます。 

  また、毎年、教職員を対象とした外部講師による研修会も実施しております。町内の教職員

の指導力を把握し、必要感のある研修を計画、立案するのも指導主事、専門監の大事な役割と

なっております。 

  次に、４つ目のご質問の今年度の学力向上指導員の状況についてお答えします。 

  算数・数学の授業改善に向けて教職員の指導力向上を図ることを目的に、４月に算数・数学

を専門とする２名の退職教員を学力向上指導員として委嘱し、算数・数学の指導改善に係る指
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導・助言を希望する教員を対象とした研修を今年度立ち上げました。現在、小学校３名、中学

校１名、計４名の教員が指導員の指導支援を受けています。１対１で本人の課題を明確にし、

ともに課題解決の手だてを考えていくことで、教員の経験年数など個別の実態に寄り添った細

やかな指導支援が実現されております。今後も、算数・数学のやる気と楽しさを引き出す指導

の在り方を追求しながら、各教員の意欲や課題解決に向けた意識を向上させるよう継続した指

導支援を行っていく予定です。 

  最後に、５つ目のご質問の学力向上策についてお答えします。 

  加美町の将来を担う子どもたちが生きていくために必要な資質能力を確実に身につけ、生涯

にわたって主体的に能動的に学び続ける自立した学習者となることが重要であると考えており

ます。本町では、令和５年度から事業名を「確かな学力の育成」から「学ぶ力向上プロジェク

ト」と改め、授業目的を学習者主体の授業改善を通して児童生徒の自ら学ぶ力の向上とし、小

中の先生方と教育委員会が連携して教師主導の一斉に教え込む授業から子ども主体の考え、学

び合う授業への転換を図っております。 

  また、小中学校の校内研究におきましても、主体的な学び、個別最適な学び、協働的な学び

などを研究テーマに設定し、実践研究に取り組み、授業改善、子どもたちの学ぶ力の育成、確

かな学力の定着に努めております。 

  教育というものはいきなり結果が出るものではありませんが、少しずつ授業改善が進んでお

ります。学力向上は現場の指導力はもとより、家庭や地域の教育力も大きく関わってきます。

学校教育のみならず、幼児教育を含めた12年間の連続した学びの充実に向けて、家庭や地域と

の連携もさらに深めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） それでは再質問をさせていただきますが、町の学力テストと全国の学

力テスト２つあるわけですけれども、結果について、例えば担当の先生が転勤をされたりとか、

その学校に勤務されてても必ず持ち上がりでない場合もあると思うんですけれども、その個々

の生徒について何か引継ぎの書みたいなのを準備して次年度に生かしているのか、ちょっと具

体的なことについて伺います。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） この標準学力調査、学テの結果につきましては、個々も含めて、学年

全体も含めて、どこにつまずいているのか、何が理解できていないのかについてはしっかり分
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析しているところで、それを年間の授業を通して補充していく、あと、そこでできなかったこ

とについては次年度に引き継いでやっていくような流れにはなっております。また、学校によ

っては、個人カルテということで、個々にどこが理解できているのか、理解できてないのかを

カルテとして分析して、それを次の年度につないで指導の改善というか、補充を行っている学

校もございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 全国学力調査についてですけれども、都道府県別の正答率ランキング

を見ると東京都が第１位で68.1％です。そして宮城県はといいますと、残念ながら青森、秋田

を除いて東北低いんですけれども、宮城県、岩手県、福島県、山形県と同じ率で、43番目には

なってるんですけれども、そこは並んでますので下から２番目にだんご状態になってるだけな

んですね。ですから、かなり宮城県は東北６県の中でも、文化とかの中心地でありながら学力

に関してはかなり低いという、今始まったことではないんですけれども、そういう状況です。 

  それで、加美町の位置というのは、多分仙台市があるから宮城県このレベルだと思うんです

けれども、加美町の位置というのは宮城県の中でどの辺に位置しているのかお尋ねをします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） ポイントにおいては、比較して順位はついてますけれども、大きな差

は、数ポイントの差というふうなところの順位ということなんですけれども、一応、加美町は

県内で低いというところではなく、教科によって違いはありますけれども、具体的にほかの市

町村分かるところと分かんないところがございますのでちょっと難しい表現なんですけれども、

大崎管内では中よりも上の段階にいるということは把握しているところです。そのぐらいでよ

ろしいでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 本来であればもっと明確にお願いしたいんですけれども、やっぱり他

県では、県の教育長をはじめ、学校間格差を生むからとかということで公表を控えているとこ

ろもありますけれども、そんなに遠慮しないでちゃんとはっきり公表しているところもありま

すので、その辺。まして今、加美町でも中学校といったってもう２校しかないわけですので、

教科によってなのか、全部含めてなのか、今の真ん中よりちょっと上というのは具体的にどう

なんですかね。もう少し具体的にお答え願えますかね。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 小学校６年生については３教科とも全国平均よりも低い、加美町の平
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均はですね。あと中学校については国語と理科については大体同等で、数学についてはやっぱ

り全国平均よりも低い状況になっています。あと、あくまでも平均点の比較ですので、個人の

結果を見ますと、加美町の特徴としては上位層がちょっと薄い、ほかの県についてですね。も

う少し上位層が増えてもいいのかなと。あと下位層がちょっと厚いというふうなのが、加美町

に限らず郡部の特徴なのかなというふうに押さえているところです。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 全国と比較してじゃなくて、宮城県の比較ということでお願いしたい

んですけれども。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 今お話ししたことは宮城県との比較で、大体全国との比較とも大体同

じような結果に出ております。やっぱり国語が大体標準、やっぱり数学、理科がちょっと弱い

というような結果がここ何年か続いてる状況でございます。ただ、昨年度に比べれば確実に上

昇している結果が出ております。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長に申し上げます。 

  県内の順番というのは分からないんですね。（「分かりません」の声あり）ということだそ

うです。早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） それは、公表はされてないんですか。教育長は分かってるんだけれど

も公表しないんですか。どっちなんですか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） まだ全県のやつは公表されておりませんので分かりません。ただ管内、

大崎、栗原の結果については教育長会で確認して分かっているというふうな状況でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 分かっている範囲では公表はできないんですか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 各市町村の結果についてですか。（「先ほどの大崎管内とか」の声あ

り）それについては、まだ教育長止まりというふうなことで把握しているところですので、ま

だ公表はできないのかなというふうに考えております。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） そうしますと教育長止まりということなんですが、この公表できない

明確な理由というのは何になりますかね。 
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○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 加美町の結果については、公表はこれまでもしてなくて、ポイントで

どのぐらい落ちてるか、どのぐらいプラスなのかというふうな公表はしているところでござい

ます。あと、各学校の結果についても加美町では公表はしてございません。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 何か明確な理由ではないような、はい。いいですか、もう一回。 

○議長（味上庄一郎君） 公表できない理由だそうです。教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 最初の答弁で申しましたけれども、各学校の結果を比較というふうな

目的でこのテストは実施されているのではなくて、どこが理解できていないのか、そしてそれ

を受けて今後の授業の改善とか、子どもたちの課題を明確にするというふうな目的で実施され

ておりますので、あえて結果を公表していないというふうな状況でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） それでは別の件でですけれども、まず確認なんですが、県教委からは

指導主事２名派遣されてるということでよろしいんでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） そのとおりでございます。割愛ということですね。県から教員２名を

指導主事、専門監として派遣していただいております。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 指導主事を複数名派遣されているというのは、県内の町村ではどれく

らいありますか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 県内の町村では21自治体ありますけれども、２名派遣している自治体

は加美町だけです。あと１名派遣が７自治体、あと派遣なしが13自治体ということでございま

す。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） これも確認なんですけれども、県教委からは派遣されているものの、

県負担ですか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長でございます。 

  県と協約書を締結しまして、県から派遣されている指導主事２名の人件費は町の負担という
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ことになっております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 以前は、加美町も指導主事を派遣してもらってるのは１名だったと思

うんですね。それが現在２名になっているわけですけれども、それが県負担ではなくて町負担

というふうになると、多分、指導主事700万円から800万円ぐらいの人件費かかってるかと思う

んですけれども、この複数名、２名にしたときの理由というのは何だったか、お尋ねします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 私が教育委員をやってるときに２名配置になったと記憶しております

けれども、その理由につきましては、県のほうで事務所の指導主事を年々減らしていって、前

は指導主事訪問の際には全部の先生方が指導案を書いて各授業を指導していただいたというよ

うな体制ができていたんですけれども、それが指導主事が減って各学校１つか２つの授業の研

究授業になったというようなことで、今後そういうふうなのはやっぱり市町村で担っていく必

要もあるということで、加美町としては２名の指導主事を置いて小中ですね、当時11校ありま

したけれども、そこの先生方の資質、授業力向上に向けて指導主事を活用していこうというこ

とで配置されたというふうに確認していたところです。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 先ほど県内の町村の状況からしても複数名、２名は加美町だけだとい

うところですけれども、今、今度小学校も今年度の３月でまた統合して少なくなるわけですよ

ね。そうしたときに、果たして複数名必要なのかというところも、確かに将来の加美町を担う

子どもたちですので手厚くやるのは非常にいいことだと思うんですけれども、やはり町として

もそんなに裕福でもありませんので、その辺ちょっと考えるべきかなというふうに思います。 

  それから、せっかく２名置いてるわけですので、当然先ほどの答弁で、研修会とか会議の場

の助言とか、これは当然、指導主事やってると思うんですけれども、学力向上に向けて各学校

を訪問して授業指導というのは年間どれくらいやっているものなのかお尋ねします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長でございます。 

  指導主事学校訪問。年間の回数ですけれども、すみません、ちょっとお待ちください。 

  まず、過去３年間のちょっと実績を申し上げたいと思います。 

  令和４年ですと51回ほど、５年ですと同じく大体50回ぐらい、昨年度、若干減りまして41回、
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今年度につきましては、独自の学校訪問２回なんですけれども、プラスして事務所の指導主事

訪問も合わせますと大体五、六回ぐらいで、傾向としましては大体２学期から、秋口から訪問

回数が多くなるというか、そういったような、これからどんどん学校に行って指導主事訪問す

るというような状況でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 先ほどの学力テストとかの分析とか引継ぎを考えれば、これからとか

ではなくてできるだけ、結果出てるわけですので、それに対する対策も含めて早めにやる必要

があるかなと思うんですけれども、特に今年度、例年ここまでの回数が少ないのかどうか分か

りませんけれども、早めの対応ということが必要なのかなと思いますけれども。 

  それから、今年度新たに学力向上指導員ということで、算数・数学ということで今やってる

わけですけれども、まず、まだそんなにはたってないんですけれども、これの効果というのは

どのように捉えてますか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 今現在実施しているところで、その成果については、あと今後終わっ

た時点で確認したいと思いますけれども、その２人の教員については元校長先生ですね。数学

のスペシャリストということで、私も数年前からこれ使わない手はないなというと、ずっと構

想を練ってて今年度やっと実施してきたところです。特に最近若い先生がどんどん増えてます

ので、そういうところでやっぱり数学を指導する楽しさ、面白さ、あと子どもを伸ばす秘訣と

いうか、そういうのをやっぱりベテランの先生は持ってるわけで、そういう不易の部分をぜひ

伝承してもらいたいなというようなところで、今回こういうふうな研修会を立ち上げたところ

です。今後、１人15時間、研修の時間を設定しておりますので、あと結果、成果が分かり次第、

常任委員会等で報告したいなというふうに考えているところです。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 今年度から初の試みで算数・数学始まったわけですけれども、来年度

からそれをさらにほかの教科にも広げていくという考えはありますか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 現在のところでは、やっぱり町長の思いもあります算数・数学の得意

な町、加美町ということで算数に特に力を入れているところで、今後さらに時数を増やしてい

くということは考えています。今後ですね、すごくベテランの先生方の研修会が有効であれば、

ほかの教科に広げていくことを検討したいというふうには考えております。 
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○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） 何か町長の思いも今初めて聞いたんですけれども、予算にも限りがあ

ることですので、指導主事２名も結構なんですが、むしろその経験豊富な先生方で各教科に指

導員を置くとかね、１名減にしてとか、ましてや指導主事を置いてない町村もさっきあったわ

けですので、その辺きめ細かに、逆に末端まで目が行き届く方法もあるかなというふうに思い

ますけれども、もしそれに対してお答えいただけるんであればお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 本当に貴重なご意見ありがとうございます。 

  教育総務課、教育委員会としても、本当にいいと思うことはとにかくやってみようと。結果

が出れば継続、あと成果が出なかったらやめるというようなところで考えているところですね、

先ほどご指摘がありました２名の指導主事の件についても、今後、学校数が減るということも

踏まえて考えていく必要もあるのかなというふうに思っているところです。 

  あと、市町村の市については指導主事を２名以上置いてる地区はあるんですけれども、加美

町については、県内でも一番学校数の多い、一番、10校ということは、ほかの市町村について

は小中各１校とか結構小規模な町村が多いところで、加美町には結構学校を控えているところ

で今２名というふうなところですね。今後、学校数が減っていくに合わせて検討してまいりた

いというふうに思います。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） ちょっと事例を紹介したいと思います。 

  お金のかかる方法、かからなくて結果出してるところもいろいろありますので、３つほどち

ょっと紹介したいと思うんですが、１つは九州で、教育民生で視察したときに、やっぱり県内

でも学力がワースト３に入ってて、ということで学力向上策の一つに、あそこは市だったんで

すけれども、塾の先生方あるいは一般の主婦の方でも留学経験があって語学堪能な方々を講師

にして、土曜日にノー部活デーにして、それが数年後には水曜日もノー部活デーにしたんです

けれども、それで、そこで塾の先生方なり中心に指導してもらうということで、塾とタイアッ

プして、数年後にはその県内でトップになって、四、五年トップを維持できたところで我々も

視察に行ったんですけれども、当時の文科大臣もこれは全国のモデルにしたいというぐらいす

ごく効果が出た例がありました。 

  それから、いろいろ研修会でも大学の先生方からのということもありますけれども、秋田県

では教育学部と連携して、実際、授業を見ていただいて、それに数か月後に改善策ということ
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でまた見にこられてというふうにしている例もあります。県内にもせっかく教育大学がありま

すので、その辺との連携を模索するということも一つかなと思います。 

  それからもう一つですが、これは北陸のほうも全国的に学力高いんですけれども、福井県の

小学校では、これはお金のかからない話なんですが、授業である程度理解ができなかった場合

には放課後追指導といいますか、さらにまたやると。子どもたちがやっぱり放課後さらに残っ

て授業は受けたくないので、より授業を真剣になって取り組むということで、そういうふうな

取組を行って、福井県全体でやっているわけではないんですけれども、福井県もやっぱり全国

の学テの中で全国第２位なんですね。やはりそういうふうにいろいろやり方あると思いますの

で、その辺も模索していただければと思いますけれども、何か感想とかあれば最後に教育長か

らお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

○教育長（鎌田 稔君） 大変貴重なお話ありがとうございました。 

  加美町では、学力向上も当然柱に入れて、特に学ぶ力ですね、将来学び続ける力をとにかく

向上しようということで、今、各学校でやる気と楽しさを引き出す授業ということで取り組ん

でいるところでございます。 

  あと、やっぱり学力向上の基本となるのは、やはり学級経営ですね、学級づくりがというこ

とで昨年度から学級づくりの研修会を企画して、今年度も上越の先生に来ていただいて、町内

の小中全部の先生方対象の学級経営についての研修会を行ったところです。 

  そういう学力向上にはいろいろな視点があると思いますのでそういうことを、いいものは、

先ほども申し上げましたけれども取り入れながら、いいものは成果が出たら継続、あと成果が

出なかったらまた違う方向でということで様々な取組をやっていきたいということで、あと、

先ほど出た退職した校長先生方、あと塾との連携についても今ちょっと面白いなというふうに

思いましたので、早坂議員さんからの意見も聞きながらちょっと考えてみたいなとも思ったと

ころでございます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） それでは、大綱３問目ですけれども、入札制度についてですけれども、

以下、（１）から（７）まで伺いますが、まず（１）として入札の参加申請について。 

  それから、（２）として入札方法の種類と使い分けについて。 

  （３）として指名競争入札の業者のランクづけについて。 

  （４）として担当課と指名委員会の役割分担について。 
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  （５）として辞退等に対する対応について。 

  （６）として業者の地域貢献・工事実績等に対する評価について。 

  （７）として入札制度の課題と解決策について。 

  よろしくお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） それでは、入札制度についてのご質問に順次お答えさせていただきます。 

  まず１番、入札の参加申請についてでございますが、基本的な流れとして、業者の皆様から

事前に競争入札参加資格審査申請書を提出していただき、入札の参加資格を取得する必要がご

ざいます。加美町では２年に１回、入札の申請を受付しており、令和６年度、７年度分につい

ては令和６年２月に受付をしております。 

  ２番目、２つ目の入札方法の種類と使い分けということでございますけれども、加美町では

指名競争入札方式を中心に、発注内容に応じて、プロポーザル方式、随意契約などにより実施

しております。基本的には指名競争入札を実施し、提案力や企画力を問うような内容の案件に

ついてもプロポーザル方式で行っております。 

  ３つ目の業者のランクづけについてでございますけれども、加美町競争入札参加者の資格を

定める基準において、競争入札に参加しようとする者に必要な資格の基準を定めています。建

設業法に規定する経営事項審査の項目と、この審査結果に基づいた評点、そして１級技術者数

でもって発注工事の種類ごとに業者の等級を定め、その等級に応じた請負工事金額の範囲を設

定しています。 

  ４つ目の入札に関わる担当課と契約業者指名委員会の役割分担についてお答えします。 

  まず発注する工事や業務がある担当課において、工事の起工や業務等の起案を行います。契

約業者指名委員会へ上程する事業規模である場合は、指名委員会にて契約方法及び指名する業

者を決定します。工事については、加美町競争入札参加者の資格を定める基準に基づいて業者

を選定し、業務等はその内容に対応可能な業者の選定を行っております。 

  ５つ目の辞退等への対応についてでございます。 

  指名委員会で指名した業者がその指名について辞退をする場合がございます。主な理由とし

て、現在抱えている工事や業務が多くあり対応ができない、また、人員が不足しているなどに

より辞退届が提出されることがございます。しかし、提出されたことに対する対応は特にござ

いません。辞退の届出などがない場合につきましては失格としております。 

  ６つ目の業者の地域貢献・工事実績等に対する評価については、入札制度の一つに総合評価
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落札方式という方法があります。建設工事において用いる方法となりますが、価格のほか、技

術的要素や地域貢献等を評価対象に加え、価格と技術等、両面から最も優れたものを落札者と

するものになります。この方法で入札を行う際は、あらかじめ評価項目を設定し、応札の際に

資料を業者に求め評価を行う手法となっております。 

  最後ですが、７つ目の入札制度の課題と解決策についてでございます。 

  制度の全般的な課題としては、過度な価格競争、人員不足による応札辞退、入札手続の煩雑

さなど、多岐にわたっているかと認識しております。入札参加資格申請におきましては、各自

治体への申請が必要であり、提出する資料も異なりますので、事務的な負担が大きいことが指

摘されております。これらの課題解決については、提出資料を電子化することや行政の共同事

務化を図り、申請項目を統一する等などの取組が考えられるところでございます。 

  最後に、入札には様々な方式がございますが工期等により採用しにくいものもございます。

これらの課題につきましては、担当課の早期の起工や入札の電子システムの導入等が考えられ

ますが、一方で業者への事務的負担も生じるため、新しい入札方法を検討する際には、これら

のことも考慮しながら適切な方法が採用できるように努めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君、残り１分になります。 

○５番（早坂伊佐雄君） １分切りましたので、用意してたんですけれども何点かだけお聞きし

ます。 

  プロポーザルか随契にするかというのは、どこで決められるのかお尋ねします。 

○議長（味上庄一郎君） 総務課長。 

○総務課長・選挙管理委員会書記長（佐々木 実君） 総務課長です。よろしくお願いします。 

  プロポーザル、随意契約についての、何の基準かというご質問でございました。 

  加美町の契約業者指名委員会におきまして、入札方式を審議して決定しております。企画や

提案力など、その事業に求める成果を出すことが最適な契約相手を選ぶ場合にはプロポーザル

というような方式、それから取扱業者が限られるなどの理由であれば随意契約により執行する

など、その工事や業務の内容を勘案して審議を行って決定をしております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。 

○５番（早坂伊佐雄君） １分ぐらいいただけますか。 

○議長（味上庄一郎君） はい。 
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○５番（早坂伊佐雄君） それでは、あと２問にしたいと思うんですけれども、契約業者指名委

員会へ上程する事業規模である場合云々との答弁ありましたけれども、その上程する事業規模

とは具体的にどういうふうなことなのかお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 総務課長。 

○総務課長・選挙管理委員会書記長（佐々木 実君） 契約業者指名委員会に上程する規模とい

うようなことでございました。 

  指名委員会の規定がございまして、対象となる工事がこちらに規定されてございます。１件

500万円以上の設計金額の建設工事、１件300万円以上の建設関連業務、１件300万円以上及び

１個100万以上の物件の購入、または売払い、役務の提供が審議の対象としているところでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂伊佐雄君。最後です。 

○５番（早坂伊佐雄君） 最後になりますけれども、県内でもいろいろ入札であるわけですけれ

ども、いろいろ実際、入札の手続の煩雑さとか事務的な負担とか諸問題もあると思うんですけ

れども、指名委員会の委員長として副町長から最後一言お願いをいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 副町長。 

○副町長（千葉 伸君） 副町長でございます。 

  入札、契約に必要な透明性、それから公正性、あとは競争性、それから不正行為は排除して、

総合的なコストも考えながら、また地域の実情というのを知っているか、知らないかという業

者さんという様々な視点ございますので、町の入札制度に関しては、これらの様々な視点から

研究を行って、より公正な入札事務、それから契約事務となりますよう努めてまいりたいと考

えております。 

○５番（早坂伊佐雄君） 終わります。 

○議長（味上庄一郎君） 以上をもちまして、５番早坂伊佐雄君の一般質問は終了いたしました。 

  暫時休憩いたします。11時30分まで。 

     午前１１時１８分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午前１１時３０分 再開 

○議長（味上庄一郎君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

  次に、通告２番、８番伊藤由子さんの一般質問を許可いたします。ご登壇願います。 
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     〔８番 伊藤由子君 登壇〕 

○８番（伊藤由子君） では、通告に従いまして２点質問いたします。 

  最初に、新庁舎建設について。 

  令和７年４月７日から５月７日までの約１か月間にわたって加美町新庁舎建設に対するパブ

リックコメント、新庁舎建設基本設計案、概要版というふうになっていますが、に対するパブ

リックコメントを募集したところ、73人の方から162件の意見が寄せられたことが分かりまし

た。それらの意見に対する町の回答（考え方）について町のホームページに掲載されておりま

すが、前提として「本パブリックコメントによる基本設計案（概要版）の大幅な変更は行いま

せん」ということと「いただいた意見を基に、実施設計時に設計変更の必要な修正などを行っ

てまいります」とありました。 

  主として、この２つの方針に関連して以下の点についてお伺いします。 

  １、パブリックコメントを寄せられた方の地区別・年齢別内訳について。 

  ２、パブリックコメントの指摘による基本設計案の変更点とその内容について。 

  ３、パブリックコメントの指摘を実施設計にどのように反映していくのか、または、実際に

既にしているものがあるのかどうか。 

  ４、パブリックコメント以外の理由による変更点・修正点について、お伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） 伊藤議員からは、まず新庁舎建設についてのご質問をいただきました。

ありがとうございます。 

  それでは、順次お答えさせていただきたいと思っております。 

  まず初めのご質問についてお答えさせていただきます。 

  地区別・年齢別の内訳としましては、パブリックコメントの結果の表紙にも示しております

が、その詳細についてお答えさせていただきます。中新田地区では30代、40代が各１名、50代

が３名、60代が10名、70代が18名、80代が９名、90代が１名、年齢未記入の方が５名、計48名

でございました。小野田地区では50代が１名、70代が２名、計３名、宮崎地区では30代、50代

が各１名、60代が９名、70代が10名、80代が１名の計22名となっております。 

  次に、ご質問２としましてパブリックコメントの指摘による基本設計案の変更点と内容につ

いてお答えさせていただきます。 

  パブリックコメントの主な意見としては、新庁舎の規模、建設コストと財政的な影響への懸

念、デザインや機能面へのご意見、車両通行の安全性といったものが挙げられます。本年５月
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28日に開催された第６回建設委員会において、これらのパブリックコメントの意見、３地区で

行われた基本設計案に関する説明会の内容も報告した上で議論を行い、基本設計案について妥

当であるとの結論を得ております。このことから、基本設計案の大幅な変更は行わない旨の公

表を、先ほどもご指摘いただきましたが、ホームページでしているところでございます。 

  続きまして、ご質問３、パブリックコメントの指摘を実施計画にどのように反映するのかに

ついてお答えさせていただきます。 

  基本設計案の変更は行っておりませんが、建設委員会からの答申には２つの附帯意見が付さ

れております。 

  １つ目は、魅力あふれる庁舎運営の実現を目指し、今後も継続的な議論及び検討の機会を設

けること。 

  ２つ目として、パブリックコメントで多く寄せられた建設コスト及び財政的影響に関する意

見を踏まえ、持続可能な庁舎運営を見据え、将来的な維持管理費を十分に考慮した設計とする

こととあります。 

  このように、パブリックコメントでいただいたご意見は建設委員会の答申にも盛り込まれて

おります。実施設計を進めていくに当たり、継続してワークショップを開催するなど、情報共

有、町政参画の場としての庁舎づくり及び建設コストと将来的な維持管理費に配慮した設計に

向けて現在努めているところでございます。 

  最後に④のご質問、パブリックコメント以外の理由による変更・修正についてお答えさせて

いただきます。 

  町民の皆様のご意見をお聞きする場として、町政懇談会での説明、公募による町民も含めた

新庁舎建設委員会、12月、１月、２月の３回にわたり開催された町民ワークショップ、３地区

で行われた基本設計案の説明会などを行っております。また、議員の皆様からのご意見やご要

望、実際に働くことになる職員からもヒアリングを行っております。多くの皆様より多様なご

意見をいただき、それらの意見を取り入れながら基本設計案がまとめられてきたといった経緯

がございます。 

  今年度取り組んでいる実施設計に当たっては、各種法令の適合の確認、実際の工事を想定し

た検討、引き続き行われている町民ワークショップや職員による検討部会での意見など、基本

設計案に関する建設委員会からの答申をベースにしつつ、設計及び施工に関する仕様や条件に

ついて必要な協議、修正が行われていくことになっていきます。 

  以上でございます。 
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○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 最初にまず確認しておきたいと思います。パブリックコメントの、先ほ

ど地区別の件数等々についてご報告がありましたが、その実態を見た感想というか、所感につ

いて町長、どんなふうにお感じになったのか、ちょっとご意見をお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） パブリックコメント、庁舎建設のみならず、日頃から様々なことで町と

しても、またはほかの自治体でも行われていることでございます。様々な意見をいただいてい

る中におきまして、先ほども申し上げましたとおり、財政的なこのような物価高にもなってお

りますので財政的な懸念等であったりとかデザイン的なことに対する質問、ご意見とかもいた

だいてる反面ですね、庁舎建設というのはこの加美町合併以来20年たっておりますけれども、

ある意味大きな大きな目標でもあったといったようなことで早急な建設を望むといったような

ご意見もありました。その中におきまして、さきほど言いましたけれども、基本設計は形、大

体のあらあらの概略でございますので、今後どのように町民の皆様または実際に働く職員、こ

の働きやすい場をつくっていくのかといったようなこと、そして、もう一つは財政的な負担を

できるだけかからないようにしていくかというところが大きな今後の課題になっていくのかな

というふうな認識を改めて受けさせていただきました。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 詳しくそこまでは求めませんでしたが、詳しくお話をしていただきまし

た。というのは、例えば、再生可能エネルギーの条例の際のコメントは27件でした。今回は73

人から162件とかと多かったと思うんですが、それにつけても地区別に随分差があったなあと

かと思ってます。このパブリックコメントについて、まだまだ住民にとってはすぐ取りかかれ

るような内容というか、やり方ではない。まだまだそこまでパブリックコメントを出すまでに

は、ちょっと慣れていないので出す人も少なかったんだなあと私は思ったんですが、今後もっ

ともっとパブリックコメントを求めるという、そういった手法を使うことになると思いますけ

れども、もうちょっと工夫、パブリックコメントを求めますというときの工夫があってもよか

ったなと。 

  なかなか求めますというのをみんな、分かってた人が少なくて、私は今パブリックコメント

を町が求めてますよというのを回覧にあったり、何かに載せてたと思うんですが、なかなか見

てる人も少なかったので、私は声をかけて歩いて地域の人たちにこういう方法がありますがど

うですかというふうに声をかけて歩いて、公民館に書く用紙も来てると思うので、そちらに行
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ってもらって書いてみませんかという呼びかけをちょっとしていたところです。というふうな、

もうちょっと呼びかけの仕方に工夫があってもよかったかなというふうに思いました。これか

らもぜひパブリックコメントを募集するときは、公民館に用紙を置いておくとか、どっかに行

けば書く用紙がありますよというふうなことがあると、もっと手軽にできるかなと思いますの

でよろしくお願いしたいと思います。いいですよ。どうぞお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  パブリックコメント、本当、今、伊藤議員のご指摘のとおりだと思うんですね。町民の皆様

から様々な、この庁舎だけに限らないことでございますので、今後、様々な方法をこれから出

てくるかと思うんですね、ＳＮＳを活用する方法ももしかしたらあるかもしれません。ですの

で、より広く町民の皆様が町に意見が寄せていただけるような体制、考え方、やり方というも

のを模索するということが非常に重要だと思います。また今回、伊藤議員にそのようなことで

お声がけいただいたといったようなこと、改めて私からも感謝申し上げさせていただきます。

ありがとうございます。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） そういったことがあると、まちづくりへの参画もしやすくなるんじゃな

いかなと、年齢別にも男女別もなく、区別なく、みんなやりやすい方法になっていくかなと思

いますので、お願いしたいと思います。 

  それから、先ほど答弁いただいた２番の基本設計案の変更点と内容については、何かほとん

ど、それにかなうようなものはなかったというふうに、単純に言えばそんなふうに聞こえたん

ですが、パブリックコメントのこの162件の中にはものすごい内容があって、似たものも共通

のものたくさんあったんですが、規模とかコストとかデザイン等々たくさんあったんですが、

これにはあまり変更を要するまでの中身はなかったというふうに解釈していいんですか。何か

ちょっと、ちょっと残念に思ったんですけれども、もう一回お話しください。 

○議長（味上庄一郎君） 行政経営推進課長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  大幅な変更は行わないという説明、内容になりますけれども、そもそも規模、スケール、大

きさにつきましては、本当にもうこれは以前から条件というものがもう設定されておりまして、

教育委員会、農業委員会、議会事務局等々も含めた１か所にもうまとめるというふうなことで、

ずっとこれは本当に地域審議会等々の合併後のそういった分野からもそれで進めてきておりま
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す。それらを踏まえて、そういった規模で設定しておりますので、それらについては大幅な変

更はないというふうな内容でございます。 

  それから、もう一つ、形ですね。形につきましても、いろいろ建設委員会ですとかワークシ

ョップ、それから議員の皆様であったり３地区の行政区長、教育委員それから農業委員、農地

利用最適化推進委員等々ですね、様々な皆さんに提示して、各行政委員の皆さん等々に提示し

て、あるいは職員の検討部会でも審議して積み上げてつくってきたものでございます。そうい

った観点から、その辺の部分については大幅な変更は行わないというふうな内容でございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 大幅なという、その表現自体についてもうちょっと詳しく書いていただ

ければ、面積とか形状とか、そういったことを指して大幅な変更は行わないというふうなこと

だったのかなと今改めて思ってますが、とても、この前提条件の大幅なということについて私

はとても理解が行き届いていませんでしたので今改めて確認しています。 

  じゃあ、実施設計についての変更については先ほどちょっと触れていましたが、建設委員会

の答申の中身を主に取り入れているというふうに、そこが一番、核になるところなのかと思う

んですが、検討の機会としてはここが一番核になるところなんだろうなと思いますが、せっか

くパブリックコメントを取り入れてあるのですから、そこにも同じようなこと書いてあるかと

思うんですが、コストとか、それから持続可能な設計とはとか、そういったことについて、例

えば、詳しく具体的にガラスウォールはどうなのかとか、大ひさしはどうなのかというふうな、

そういう具体的な中身について書いてますが、そういったことについては関連した発言はなか

ったんですか。お願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  先ほど大幅な変更は行いませんというところは先ほどの内容のとおりなんですけれども、じ

ゃあ、どういった部分でいろんな意見を取り入れるのかというふうになった場合は、今おっし

ゃられたとおり、やはりガラスウォール、外壁、ひさし等々ですね、そういった部分のご意見

がありました。それは当然のことでありまして、どうしてもこれまでですとやっぱり、これま

でといいますか、概要版で示したパースペクティブ、パースですね、あの図で見ますと、やは

り多いというふうな感じがあったものと思います。そういったこともありますので、いろいろ

外壁の立ち上げとそのガラスの部分の外回りの面積ですね、外壁の面積、そういったものは今
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後検討するというふうなことで捉えております。 

  あと、ひさしについても前回もお話ししたと思うんですけれども、ひさしについても光を遮

ったり、風、雨を壁に当たらないようにするという役目があって、耐久性については効果があ

るということで、これは最近、開庁しております庁舎につきましては、大崎市も含めてそうい

ったものを採用しております。そういった観点から採用というふうにはあるんですけれども、

ただご意見がありましたとおり、その長さですとか、あとガラスの面積ですとか、その辺はや

はり今後の建設費用等々も含めて、今後の維持管理等々も含めて、それらは実施設計の中で今

検討しているというところでございます。ただガラス張りが駄目だというんじゃなくて、今ガ

ラスに対しても高性能ガラス、断熱性、遮熱性等々のかなり省エネ、エコ的な材質が出ており

ますので、そういった部分でイニシャルコスト、それからランニングコストというふうに見た

場合に、そういった熱効率というふうなものもいろいろ考えながらやっておりますので、そう

いった部分で今検討しているというふうな内容でございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） たくさんガラスウォールとか大ひさしについて書いている意見があるん

ですが、具体的に、例えば近隣で大ひさしとガラスウォールを使っているところが、今直接そ

れで建設されている建物が近隣にあって、もう既に耐用年数、何年もたってるけれども大丈夫

なんですよというふうな、そういう証明はできるんですね。そういった回答はできるんですね。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） 今オールガラスというふうなご表現をいただいておりますけれども、私

も実はそれを町民の皆様からパブリックコメント以外にも気にするご意見をいただきまして、

先般、設計の方々に改めてお聞きしました。そうしたときに、これもうちょっと誤解いただく

ことになるので私も認識を改めていかなきゃいけないなと思ったんですが、ちょっと今、これ

は指摘してしまうと申し訳ないかもしれませんが、オールガラスというのと全部ガラスのよう

なイメージになるじゃないですか。違いますか。（「ガラスウォール」の声あり） 

  聞いておりますと、大体、今面積として壁面とガラスに関しましては40％程度の比率といっ

たようなことを目途にやっているそうです。これ近隣の庁舎と比較しても、40％というのは非

常に平均的またはちょっとやや少なめぐらいのものでして、庁舎の最初の基本設計のパースと

いいますと、先ほど、庄司課長からも説明ありましたけれども、これは違いますけれども、絵

づらがありますね。あれでどうしても誤解を、これから、その実施設計でまさにパブリックコ
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メントなんかを意識しながら、それはもちろんご指摘のとおりに改変していった結果、そのく

らいの規模でやっていきましょうといったような方向性で今考えているといったようなことで

ございますので、議員からもいろんな方から聞かれたらそのようなふうにご認識いただければ

というふうにお伝えいただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  ひさしの件につきましては、当然、今ですね、新しく建てているような自治体につきまして

は今後のことになりますので、それの証明というものは、いずれメーカー等々の証明というの

はあると思いますが、ちょっとここですみません。それのちょっと認識ありませんのでしゃべ

ることはできないんですけれども、町内の建物でひさしあるいは軒下という観点で、例えば小

野田福祉センターなり宮崎福祉センター、かなり多く取っております。30年程度もうたってお

りますけれども、確かに木造の部分は多少あせたりなんだりはしているところありますが、特

に今までそれが修理したとかメンテナンスしたとか、そういったことはありませんので、やは

りひさし、あるいは、そういった軒というものに関しては、ある程度そういった外壁なり下の

タイルの部分なりそういったものは守られているのかなという認識はございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） そのような説明をいただくと住民も納得するのかと思います。そういう

説明が欲しかったなというふうに思いました。 

  それから今、もっと話題になっている町民スペースの件なんですが、ワークショップで先日

の１回目の通信をいただきました。この中にも住民の意見がたくさんありまして、たくさん本

当に、妄想しようというふうな、新庁舎の町民スペースの使い方を妄想しようというふうなテ

ーマに沿って、これにかなうような意見がたくさん載せられてて、第２回目が先日８月26日に

開かれたばかりだと思うんですが、１回目に出たこの意見がどのように集約されていたのか、

26日の件の結果についてまだ通信がありませんので、大まかに分かっている範囲でいいですの

で町民スペースについてお伺いします。どんな意見が出たのか。 

○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  １回目のワークショップにつきまして、４月号の広報にも掲載させていただいておりますけ

れども、あらかじめ、それにも載せておりますけれども、それを全てかなえるというものでは
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ございませんというのをあらかじめ付け加えさせていただきます。 

  １回目のレポートも、今議員おっしゃったように様々な、もう項目が、ご意見が出ておりま

す。そういったことで、昨年度はいろいろ基本設計案を描くのに当たって様々なご意見をいた

だいたのに対して、今年度は実際に町民の皆様が使っていただく、あるいは行政参画してもら

う、あるいは情報を共有、取得してもらえ、あるいは町としても発信していくというようなも

のに関して、どういった使い方がいいのかなというふうなことで、今は大まかですけれども、

だんだんちょっと絞っていきたいなというふうな感じは、そういった思いで開催しているとこ

ろでございます。 

  ２回目につきましては、主に土曜日、日曜日、休日等々も含めて、ちょっと若干どういった

使い方がいいのかなというふうにも的を当てて意見をいろいろ出していただいております。大

まかには、まだいろいろ使いたい、やりたいというふうな意見を出していただいておりますの

で第１回目とそれほど変わりというものはないんですけれども、ただ、いろいろ今後、町とし

て、我々としても、町民の皆様、委員の皆様がどういった使い方をしていきたいのか、それに

伴ってどういった物品とかを用意するもの、しつらえといいますけれども、どういったものを

準備していったらいいか、そういったヒントをこちらの元にいただきたいというふうな観点で

意見をいただきながら、その辺も含めて検討していきたいということで開催しているというふ

うな内容でございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） それでは、あまりはっきりした具体的な内容に絞られているほどではな

かったということですね。私気になるのは、大まかな空間構成というふうにあったんですが、

その広さについて変わりはないというふうに確認してよろしいのかが１点と、あとパブリック

コメントにあった、後で見ていただければいいんですが、34番、35番の方の意見は全く採用と

いうか、念頭にないのでしょうか。それを確認したいです。２点。 

  というのも、こういうやり方はどうですかと、具体的な絵とか写真とかいろんなものを持っ

て我が家にもう既に来ている方がいて、加美町の歴史とか文化とか遺産とかというものを少し

は飾って、庁舎に来たら、ああ、加美町ってこういう文化とか歴史があったんですねというの

も分かるようなそういう空間が必要ではないかというふうな意見をお持ちの方がいらっしゃい

ますので、このコメント34番、35番については検討の余地があるのではないかと思うんですが、

３点についてお願いします。 
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○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  まず町民共用スペースの規模ですけれども、それらについて変更はございません。これも以

前から申し上げましたとおり、いろいろ、税の申告、期日前投票、あるいは投票所になっても

いいのかもしれません。それから、行政区長の皆様が集う会議等々、これは必要な面積ですの

で、そもそもそういったことで行政に関する広さが必要だというふうなことでございます。 

  それに対しまして、いろいろ今ご意見いただいているのが、当然どこの自治体も同じなんで

すけれども、常に使っているわけではございませんので、そういった空いているときを利用し

て様々な使い方、参画の場があったらいいんではないかということで、いろいろワークショッ

プを開いて議論しているところでございます。 

  それから、パブリックコメントの中でいろいろ、そうですね、いろいろ展示だったりギャラ

リーとしてのいろんな展示物、あるいは、そういった何らかの発表の場みたいな、そういった

もののご意見がございました。これにつきましては、やはりワークショップの中でも、いろん

な写真とか展示物がいっぱい、展示物が置けるといいなというふうなご意見もありました、や

はり。私ちょっと確認しましたら。そういったことで全然私は差し支えないと思っております。 

  今最後におっしゃいました、いろいろ、実はこういった写真とかあるから展示したいよねと

いうふうな要望が来ているというふうな話でございますけれども、私は全然そういったものに

も活用していいと思いますし、ならば、加美町の自然とか、あるいはブナですとか、ミズバシ

ョウですとか、キジですとか、アユ等々の何かそういった加美町らしい、らしいんじゃないで

すね、加美町としての特徴的なものが様々なそういったＰＲとか、そういうようなものがある

んであればなおさらいいのかなというふうに思っておりますし、まだまだワークショップ等々

でもまだまだ続きますので、そういった分野は今後とも議論していきたいなというふうには感

じております。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 時間もなくなってきたんですが、ちょっとだけ気になってるのは、町民

スペースの考え方として職員の仕事場と地続きであるということと、空間を共有することの課

題については考える余地があるんではないかなと。そこをちょっと考える必要がないだろうか

というの、ちょっと気になってますので、そのことは後で検討していただければと思います。 

  それから、最後から２つ目なんですが、先日、日刊建設新聞というのをちょっと頂きました。
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その中で前回の定例議会のときの取材だったと思うんですが、新庁舎の入札は来年１月、建築

一式で一括発注というふうな見出しで書いている新聞を頂きました。そこに書いてる中身で、

ちょっと私が理解できなかったことがあるんですが、最後のほうにＩＣＴ活用や週休２日など

の条件を求めない見込みであるというふうに書いてあるんですが、これは直接取材してお答え

になった中身なのかどうか、内容についてもうちょっとお話しいただければ幸いです。 

○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 建設新聞の内容につきましては、これは

発注の見通しというところで、これは年に２回ほど義務づけられているものでございます。そ

の中で掲載したものでございます。 

  今ご質問のありましたその中で、ＩＣＴ技術、週休２日制等々に関しましては、まずＩＣＴ

活用につきましては、これ近年、やはり労働者の不足であったり、危険な作業箇所であったり、

そういったことに対して何かドローンの撮影ですとか、測量あるいは建設機械の自動運転なり、

そういったもので、なるべく人手が少なく、少なくといいますか、あるいは、より安全性をや

るというふうな意味でいろいろ推し進めているものでございます。ただこれは義務づけられて

いるわけではございませんので、差し当たりは今のところ、今のところですよ、今のところの

見通しとしましては、これらを求めるということは考えておりません。 

  工事の場所につきましても、かなり広いスペースですね、敷地でできる庁舎建設ですので、

建設地であるということ、例えばすごい高い橋ですとか、もう10階も20階もいくようなビルデ

ィングですとか、そういった部分ではやはりこういった部分の義務づけというのは当然必要だ

とは思うんですけれども、今のところ本庁舎の建設に関して、ＩＣＴのいろいろ、施工業者発

注時に義務づけというものは今のところは考えておりません。 

  それから、週休２日制なんですが、これは今いろいろもう土日完全休みというところで、特

に土木工事等々ではもうほとんどそういった内容になっております。これもこの時点での見通

しでのお話で、いろいろ取材、取材というか電話取材でされた分野ですので、そこまでまだ積

算の段階には至っておりませんので、まだはっきり答えたわけではないんですが、ただ当然、

週休２日制であったり、あるいはそうでなくても４週８休制とか、そういった部分ではいろい

ろ考えていかなきゃないかなというふうに思っております。いずれにしましてもこの辺につき

ましては、積算上で労務費の若干の割増し等々もありますので、その辺は当然見なきゃないと

思っておりますし、その辺は積算の最終段階でいろいろ考慮していきたいと思っております。 

  以上です。 
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○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） ということを求めないでいくことによるそのメリットというか何か、町

としてのよさというか益というか、のはどんなところにあるんですか。お金がかからないで済

むとか、経済的であるとかそういう意味なんですか。はっきり言えば、単純に言えば。 

○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  求めないよさとかというんじゃなくて、その工事の内容的に、今のところ鉄骨造３階建て一

部木造というところですので、そこまで求めることはないと考えているというところでござい

ます。ただ、今いろいろご意見ありましたとおり、いずれはただどんどん進んでいくというふ

うな認識ではおります。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） それでは、当初の方針どおりコンパクトでシンプルな庁舎にしていくと

いう方針に変わりはないということを確認してよろしいですね。その一言だけ回答を、具体的

に、じゃどんなところでシンプルでコンパクトな庁舎にするかということについてはまだはっ

きり実施設計もありませんので言えないかと思いますが、方針としてはそこにコンパクトでシ

ンプルな庁舎を造っていくということに変わりはないということを確認してよろしいですねと

いうことで。 

○議長（味上庄一郎君） 新庁舎整備室長。 

○行政経営推進課長兼新庁舎整備室長（庄司一彦君） 新庁舎整備室長でございます。 

  シンプルコンパクトというイメージが、多分いろいろ、その方々のご意見、これまでの経験

なり価値観なり、いろんな体験でちょっと違うのかなというふうな感じはします。どういうも

のがコンパクトでシンプルなというふうな部分が、ちょっと比較というのがなかなかしづらい

部分があるんですけれども、ただ今回の設計に当たっては、鉄骨造、ラーメン構造、単純にも

う鉄骨の柱、はり、それから奥行き３方向にしっかりと固定して、それでもって構造を支える、

造っていくというふうなことですので、それ自体もう本当に単純な工法でシンプルというふう

にこちらでは考えております。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） また続きがあるかと思いますので、今日は新庁舎建設についてはこの辺
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にしておきます。 

  ２番目の質問に移ります。 

  こども園・小中学校における猛暑日の健康管理などについてお伺いします。 

  今夏は、梅雨明け前から気温の高い日が連続し、加美町においても例年にない真夏日を記録

しています。各こども園・小学校・中学校においては、健康管理に細心の注意を払っていると

思われますが、今後も残暑及び天候の急変などが予想されます。日常生活、学習環境、行事の

運営などにおける対策についてお伺いします。 

  １、授業など屋内での日常生活における気温上昇に対する健康管理及び水分摂取などの指導

について。 

  ２、外遊び・体育、プールでの授業を含めて、屋外・体育館における気温上昇時の健康管理

及び指導について。 

  ３、運動会・体育祭・部活動・対外的な行事における事前準備とか、保護者への協力要請

等々について。 

  ４は落雷時の被害防止対策についてお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育長。 

     〔教育長 鎌田 稔君 登壇〕 

○教育長（鎌田 稔君） よろしくお願いいたします。 

  大綱２問目、１つ目のご質問の授業など屋内での日常生活における気温上昇に対する健康管

理及び水分摂取などの指導についてお答えします。 

  こども園では、各保育室及び遊戯室において快適に生活できるよう冷房やサーキュレーター、

扇風機の使用、カーテンやブラインドによる日射調整を行っております。２歳児から５歳児ま

では家庭より水筒を持参していただき、ゼロ歳児と１歳児については園で麦茶を準備し、活動

前後だけではなく、小まめに水分補給の時間を設けております。 

  小中学校におきましても、こども園と同様に冷房や扇風機での温度管理、ブラインドやカー

テン等での日射調整を行っております。水分摂取についても、各自水筒は持参するよう保護者

に周知し、児童生徒の発達段階に合わせた頻度での声がけや時間設定などを行い、熱中症予防、

健康管理に努めております。 

  次に２つ目のご質問の外遊び・体育（プールでの学習）など屋外・体育館における気温上昇

時の健康管理・指導についてお答えします。 

  こども園や学校では、常に測定器で外気温及び暑さ指数を計測し、外での活動や運動の可否
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を判断しております。加美町立学校の教育活動における熱中症予防指針を基に、気温35度以上、

暑さ指数31度以上で運動は原則中止としております。また、運動や活動が可能な数値の場合で

も、屋外や体育館での活動の際には、長時間にわたり体温が上昇しやすい運動を避けること、

10分、20分おきに休憩を取り、水分、塩分の補給を行うことなど徹底しております。 

  こども園でのプール遊びや水遊びの際は、簡易テントや日除け等で直射日光が当たらないよ

うな環境を整えるとともに、帽子及び水着の上にＴシャツ等を着用させ、紫外線対策も行って

おります。学校でのプール指導におきましても、各学校の環境や実態に合わせて準備運動を日

陰や体育館等で行い、プールサイドでは靴を履いて歩かせる、水筒を持参し水分補給を行わせ

るなどの指導を行っております。 

  次に、３つ目のご質問の運動会・体育祭・部活動・対外的な行事における事前準備や保護者

への協力要請などについてお答えします。 

  こども園では、年々長引く暑さを避けるため、運動会の実施時期を１か月遅らせての開催や

直射日光を避けて屋内での開催など、対策を講じております。 

  小学校では運動会の練習時に児童が待機する場所にテントを設置したり、経口補水液や塩タ

ブレットを準備したりするなどの対策を行っております。 

  中学校では、部活の活動時間を調整し、気温が高くなる時間帯を避けて活動したり、熱中症

予防指針で示す数値に達したときは部活を中止したりするなどの対策を行っております。 

  保護者への協力要請については、こども園、小中学校とも共通して保健だよりやメールを配

信して熱中症予防対策の周知を行い、児童生徒がいつでも水分補給できるよう水筒を準備して

もらうなど日々ご協力いただいております。 

  最後に、４つ目のご質問の落雷時の被害防止対策についてお答えします。 

  落雷時の被害防止対策については、それぞれの学校等において日常的に雷注意報の情報を確

認しており、注意報が出ている場合は屋外での活動を中止しております。また、注意報が出て

いなくとも、雷鳴が聞こえた場合も同様に活動を中止しております。下校時に落雷が発生した

際は、園舎や校舎内に児童生徒を一時待機させ、必要に応じて保護者にお迎えをお願いする等、

対策を講じております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） それでは、何点か質問させていただきます。 

  今、教育長さんがおっしゃったように、暑さ指数についてはもう既に大人はもちろんのこと、
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みんな周知徹底されてるかと思うんですが、各学校において、この今日の気温とか湿度とか、

今日の天候状況について確認するということを朝の時間にきちんと学校とか各職場でやってい

らっしゃるのかどうかお伺いします。全職員でそういった確認を朝のうちにしているのかお伺

いします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長でございます。 

  ただいまのご質問ですけれども、各学校では、おっしゃるとおり朝の時点で暑さ指数を計測

しまして、その情報については朝の段階で職員室内で表示あるいは報告するなどして、全教職

員共通認識を図っているというところでございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 何より全職員で確認するということが大事かと思うんですが、もちろん

給食室なんかは、そうでなくても日頃から暑い場所ですので給食に従事されている方あるいは

業務員さん等々、全職員でその日の天候状況とか暑さ指数について確認することが何よりだと

思います。それについて、同様に子どもたちは、小っちゃい子どもは無理かもしれませんが、

中、高学年についても、その暑さ指数の温度だけじゃない湿球の温度というんですか、そうい

った乾湿計の見方とかそれについての関心とかについても中高学年については関心を持たせる

ようにしてらっしゃるんだと思うんですが、その点についてはどうでしょうか。お願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長でございます。 

  おっしゃるとおり各学校におきましては、暑さ指数、熱中症の関係では、子どもたちにいろ

いろな、例えば総合学習の場面あるいは学活の場面で指導しているというところでございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） 先ほどの外遊びとか体育についての答弁があったんですが、体育館には

もちろん乾湿計等々は設置されていると思うんですけれども、ほかに熱中症の発生の場所とし

て、スポーツ振興財団の資料によりますと、部活動で最も熱中症に発生してるのは、野球、ラ

グビー、柔道、剣道、サッカーというふうになってるんですけれども、柔道場、剣道場あるい

は体育館等にそういった乾湿計は必要かと思うんですが、今設置されているんでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 
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○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長でございます。 

  まずもって各学校には暑さ指数を測る計測器は全学校ございます。持ち運び可能です。ござ

いますので、体育館において測定することもできますので設置はしている状況でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） それから、今夏は特にプールの授業がとても困難だったというふうなこ

とを聞いてます。先日も広原小学校のところ、場所を見に行ってきたんですが、プールサイド

がラバーみたいなのは敷かれてあるんですが、そこさえ歩くのにとてもじゃないけれども熱く

て大変だったということで、時間を区切って午前中の何時間だけしかできなかったとか校長先

生がおっしゃってました。そのほかにプールの調子が悪くてプールが使えず、ウォーターパー

クを使っていたというふうな話を聞いているんですが、その状況についてもし把握されていた

ら、町内の学校についてのプール授業の確保をどのようにされていたか、実態が分かりました

らお知らせください。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長です。 

  プールの実態ですけれども、今議員おっしゃるとおりプールサイドが熱くてなかなか歩けな

かったという話は聞いております。ある学校におきましては、始まる前に水をまいて冷やすと

いう工夫もしておりますし、あるいはビーチサンダルを持参してプールサイドまで行くという

ような対応もしている学校もございます。 

  あと、ウォーターパークの関係のご質問ですけれども、中新田中学校で今年ウォーターパー

クを活用したということで、プール老朽化に伴いまして排水がなかなか困難だということもあ

って、全学年ウォーターパークで授業を実施したという実績はございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） ウォーターパークを利用するというのはとてもいいことだったかなと思

うんですが、そのときはスクールバスを使って学年ごとに送迎するとかということになってい

たのかと思うんですが、プールの授業の確保ということとか、あと着衣水泳までできていたの

かなということがちょっと気になってます、というのは、ちょっと趣旨が違うかもしれません

が、この夏は川とか沼とか海での被害が、事故がたくさんありましたね。つい昨日もニュース

になってたかと思いますが、そういった事件が起きています。これからもっともっと増えるか

なと思うんですが、そのプールでの水に慣れるという最低限の授業が確保されることが何より
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大事かなと思うんですが、その確保のためにもウォーターパークでの授業ということもこれか

ら検討していってもいいのかなと思いますし、着衣水泳とか、そういったことの実践について

は実態がお分かりでしたらお知らせください。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長です。 

  まずウォーターパークの検討ということですけれども、確かに本町の各学校のプール、老朽

化が進んでいるのが現状でございます。例えば老朽化に伴う修繕、改修費用あるいはランニン

グコスト等の関係、あるいは天候に左右されないプールの授業、例えば近年ですとジェンダー

問題もございますので、その辺、総合的に勘案しまして、あるいは町の公共施設の有効活用と

いうこともございますので、ウォーターパークの活用について少しちょっと検討していきたい

と思います。 

  もう一点、着衣水泳の関係ですけれども、着衣水泳に関しましては、ほとんどの学校で実施

している状況でございます。１つ例を挙げますと、今年度、Ｂ＆Ｇ海洋センターの職員を招聘

しまして着衣水泳の実技実施をした学校がございます。実際に運動着を着て水に水泳につかっ

て、その重たさを体感したり、あるいはペットボトルを使用して浮き上がりにしたり、ライフ

ジャケットを着用しての浮遊体験をしたりということでやっている学校がございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） そういった実体験が絶対に必要かと思いますので、やっぱりどの小学校、

中学校でも必要、やっているという実態を知って少しほっとしているところです。近年は、川

とか海とかでまず遊ぶということが少なくなっていること等が原因かと思います、事故の多い

のは。川の状況とか海岸の海底の状況とかについて大人でさえ分からないということがあるの

かと思いますので、そういったことについてもちょっと考えていきたいなというふうに思いま

す。 

  それから、先日、運動会を小野田では中止されたというふうなことを聞きました。そこで、

暑さ指数を勘案して、常に規則があって、何度以上だと運動会を中止するとかというふうに、

先ほど入手した情報なんですが、そういうことをきちんと決めているんですか。小野田地区で

は気温によって運動会をする、しないを決定しているというふうに聞いたんですが、それ１点。

急なことですので、分かっている方はいらっしゃらないのかもしれませんが、というようなこ

とを聞きました。 
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  それで、駅伝とか対外的な行事の決定について、今後また駅伝競走があるかと思いますが、

県とか大崎管内の駅伝についての今後の対策がお分かりでしたら教えてください。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長です。 

  駅伝の関係でお話し申し上げますけれども、今年はやはり暑さの関係で時期をずらしたとい

うことを聞いております。９月に実施したということで、また大きく変更した点はロードから

トラック競技に変更したということで、道路の照り返しとか路面温度の上昇の関係なんかも考

慮してロードレースからトラックに、トラックといいますと陶芸の里スポーツ公園で実施した

ということでございます。いずれ熱中症対策を施しているということで、今年度は給水も用意

したということで対応を取っているということで実施している経緯がございます。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） もうそろそろ暑さもちょっと減少気味で、今日あたりは涼しい感じがし

ますが、まだまだ来年以降もありますので、これまでの対策を続けていただけたらと思います

が、最後に校舎内のエアコンは加美町はいち早く教室、普通教室からこども園等々にもきちん

と設置して大変よかったなと思っているところなんですが、これからは体育館とか、剣道、柔

道場とか、そういった図書館とか、特別教室へのエアコンの設置も検討すべきではないかと思

いますが、それについての検討の余地はあるでしょうか。ぜひ検討していただきたいと思うん

ですがどうですか。 

○議長（味上庄一郎君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（遠藤伸一君） 教育総務課長でございます。 

  体育館あるいは柔・剣道場あるいは特別教室ということですけれども、このことにつきまし

ては多額な費用も発生いたしますので、国の補助事業もあるようですので、この辺は少し勉強

させていただきましてちょっと探っていきたいなというふうに感じているところです。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） ぜひ検討いただきたいと思います。というのも、体質というのは一様で

はありませんし、個人的な条件等々も体質を考えていただいて、暑さに弱いとか、あるいは障

がいを持たれているとか、そういういろんな子どもたちがおりますので、そういった子どもた

ち、大人もそうなんですが個人差も考えながら、今後は特別教室、体育館等々にエアコン設置
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をぜひ考えていただきたいと思います。町長さん、いかがですか。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） この前、鳴瀬地区の球技大会に行かせていただいて、大型扇風機等を使

ってかなり中、涼しめにして球技大会を行われていたんです。ですので、体育館の辺りという

のは大変問題だというのは私も認識はしますけれども、先ほど教育総務課長あってお金のかか

ることですので、例えばスポットクーラーであったりとか、いろいろ工夫はあるのかなとは思

いました。ですので、様々な角度から検討をさせていただくといったようなことに今日はとど

めさせてください。ありがとうございます。 

○議長（味上庄一郎君） 伊藤由子さん。 

○８番（伊藤由子君） ぜひ検討をお願いして、私の一般質問を終わります。ありがとうござい

ます。 

○議長（味上庄一郎君） 以上をもちまして、８番伊藤由子さんの一般質問は終了いたしました。 

  昼食のため暫時休憩いたします。午後１時15分まで。 

     午後０時３０分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後１時１５分 再開 

○議長（味上庄一郎君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

  通告３番、14番髙橋聡輔君の一般質問を許可いたします。髙橋聡輔君、ご登壇願います。 

     〔１４番 髙橋聡輔君 登壇〕 

○14番（髙橋聡輔君） それでは、通告どおり２問の一般質問をさせていただきます。映像、大

丈夫ですか。切れてますけれども。 

  １問目に関しましては2025年問題の対策と今後の課題についてということで通告を出させて

いただきました。この2025年問題あるいは2035年問題というのは別に、問題って先ほどもちょ

っと話をしてたんですけれども、問題というと悪いことしたような感じしますけれども、これ

は一般的な通称であって決して、こういった現象でございます。この対策に対してどうやって

加美町の人材といいますか、そういったものを活用していけるかというところが趣旨でござい

ますので、マイナスに捉えないでいただければというふうに思います。 

  質問ですが、「2025年問題」とは団塊の世代の方々が75歳以上（後期高齢者）となることで、

国民の５人に１人が後期高齢者になるということで懸念されてきております。国は、３つの柱

「公費負担の公平化のための見直し」「医療・介護人材の確保」「地域包括ケアシステムの構
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築」を対策として進めてきました。また、昨今、「アクティブシニア」の存在が注目されてお

り、仕事や趣味などに意欲的な高齢者が年齢に関わりなく、いつまでも生き生きと活躍できる

社会の実現が期待されております。 

  このような中、加美町として、住みなれた地域で暮らすため、医療・介護・予防・生活支

援・住まいが一体となった「地域包括ケアシステムの構築」の取組としてどのように進めてき

たか、まだ今後の対策、課題は何か。以下の３点について伺いたいと思います。 

  １点目、町独自の重点施策とその進捗状況について。 

  ２点目、先ほども言いましたが、2035年問題を見据えた町の課題、対策について。 

  ３点目、フレイル予防の３本柱「運動」「栄養」「社会参加」の町の対策や展望についてで

ございます。 

  私の後、早坂 潔議員が介護人材あるいは医療人材の確保というところで質問を出されてお

りますので、私はそこではないところで質問させていただきます。答弁よろしくお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

     〔町長 石山敬貴君 登壇〕 

○町長（石山敬貴君） 髙橋議員からは、2025年問題の対策と今後の課題についてといったご質

問をいただきました。ありがとうございます。 

  それでは、順次回答させていただきます。 

  まず、2025年問題の対策と今後の課題についてといったことで３点のご質問でございますの

で順次回答させていただきます。 

  まず、１点目の町独自の重点施策とその進捗状況についてといったようなことでお答えさせ

ていただきます。 

  地域包括ケアシステムに関しては、加美町高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画に基づき、

体制づくりに取り組んでまいりました。計画の基本目標に沿ってご説明させていただきます。 

  １点目、健康づくり、介護予防の推進については、介護予防策対策として、ミニデイサービ

スや筋力アップ教室などによるフレイル予防、保険と介護予防の一体的事業であるフレイルチ

ェックなどを通じ、高リスク者への働きかけを実施しております。また、専門講師を派遣して、

介護予防の知識や手法を学ぶ介護予防元気応援講座は特に好評で、昨年度の実績は目標値を大

きく上回りました。音楽による認知症予防など派遣希望に偏りも見られますが、フレイルチェ

ックを分析し、地域の実情や課題に合ったテーマを提案するなど、より効果的な実施に向けて

取り組んでおります。 
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  また、町では「げんき加美町21」に基づき、健康づくりに関する普及啓発や特定健康診査、

特定保健指導、各種がん検診の実施や、健康教育、健康相談などの保健指導の充実に努めてお

ります。高齢期でも元気に生活していただくため健診受診率向上に取り組んでおり、今年度に

ついては新たに健診対象者を20歳代国民健康保険加入者にも拡大したところでございます。将

来的に特定健康検診対象者となることから、健診を受け、自分の健康に関心を持っていただく

一助となったのではないかと思っております。また、40歳から74歳の特定健康診査は受診率が

過去10年ほど50％程度でコロナ禍以降さらに減少し、令和６年度は43.9％と県平均を下回って

おります。定期的に医療機関を受診している方も多いことから、今後も検査結果の提出を呼び

かけ、受診率に反映させていきたいと考えております。 

  ２点目、地域で安心して暮らせる支援体制の整備につきましては、特に見守り、声がけ等を

含めた地域における支え合いの仕組みづくりを重要視し、生活支援体制整備事業に取り組んで

おります。事業では、生活支援コーディネーターの配置や協議会を設置し、地域ニーズや地域

資源の把握、支え合いなどについて話合いを続けており、除雪支援、買物支援、地域の通いの

場が重要なキーワードとして挙げられています。地域での活動も少しずつ把握され、その活動

を周知するため、今年度はお宝情報誌、地域のお通いの場、サロン編を作成する予定でござい

ます。 

  ３点目、地域包括ケアシステムの充実深化につきましては、在宅医療介護連携推進事業とし

て、加美郡在宅医療介護連携推進協議会において作成した「わたしノート」を高齢障がい福祉

課、各福祉センター、調剤薬局の窓口に設置し、希望者に配布しました。いざというときのこ

とを考えるきっかけづくりや啓発に努めております。 

  ４点目、認知症施策の推進につきましては、認知症を正しく理解し、適切に応援できる人材

育成のため、認知症サポーター養成講座を開催しております。また、認知症になっても、正し

いサポートがあれば社会参加できるという新しい考え方の啓発が求められております。さらな

る啓発普及に向けて、養成講座や認知症カフェを継続してまいります。 

  ２点目の2035年問題を見据えた町の課題についてという問いにお答えさせていただきます。 

  2035年問題とは、少子高齢化がさらに進み、総人口の約３分の１が高齢者になることで起こ

るとされている社会問題で、加美町においても高齢化率が43％になると見込まれております。 

  課題の１点目として、独り暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯割合の上昇により老老介護が増加

し、介護サービスの需要が高まる一方で生産年齢人口の減少に伴う介護事業所の人材不足が懸

念されます。 
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  ２点目として、地域の集いの場への男性参加者の少なさです。いつまでも健康で自立した生

活を継続するためには、社会参加や生きがいづくりが必要です。男性の中には、高齢になって

も元気で様々な技術を持った方が多くいらっしゃると思われます。地域の場に限らず、シルバ

ー人材センターや老人クラブも含め、いかに参加を促すかが今後の課題でございます。 

  ３点目として、ごみ捨てや買物に困り、介護サービス利用のきっかけになるケースもあり、

住民同士の助け合いの仕組みによって解決できる部分があると考えております。介護保険と使

える地域資源をつなぎ合わせながら、高齢になっても安心安全に暮らせる地域づくりに向けて

支え合い、高齢者の社会参加を推進していきたいと考えております。 

  ４点目として、認知症の人に対する地域の見守り体制やサポーターの活動、家族への支援な

ど、住みなれた地域での安心安全な生活に向けた仕組みづくりが急務であると考えております。 

  ５点目として、健康面において、現在の50から60歳代の方がいかに健康な状態で高齢期を迎

えられるかが重要と考えております。この年代は、肥満や高血圧の方の割合が多いことが課題

となっております。また、保健事業において男性の参加が少なく、啓発する機会が少ない状況

であることは先ほども述べたとおりでございます。 

  ３点目のフレイル予防の３本柱「運動」「栄養」「社会参加」の町の対策や展望についてお

答えさせていただきます。 

  初めに、運動については筋力アップ教室を開催しております。地域の集いの場での出前型と

積極的に運動の機会を持つことができない虚弱な方を対象に、事前訪問により生活機能を評価

した上で短期集中的に運動プログラムを実施しております。また、運動習慣の向上として、令

和８年度から健康デジタルアプリ事業を実施したいと考え、９月の補正予算に債務負担行為の

設定を計上しておりますのでよろしくお願い申し上げます。日々の歩数を計測することで、身

体活動量の増加と健康意識の向上につなげたいと考えております。あわせて町のイベント参加

者にポイントを付与し、同時に社会参加を促していきたいと考えております。 

  さらに、働き盛り世代が多い町内の事業者に対し、生活習慣を振り返り、適正な食事量につ

いて具体的に学ぶ機会として健康教室を開催しております。加えて、健診結果から受診勧奨値

の方に対し医療機関の受診を促し、早期治療等につなげております。また、糖尿病性腎症によ

る人工透析導入を防ぐため、かかりつけ医からの指示を受け、適正な食事や合併症予防につい

て継続的な保健指導に取り組んでいるところです。 

  次に、栄養については、介護予防元気応援講座のメニューに食生活を設け、ミニデイサービ

スなどで管理栄養士による講座を開催しております。 
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  最後に、社会参加について、地域の一番身近な集いの場であるミニデイサービスのリーダー

研修会を開催し、学びや情報交換などが各地域における運営の一助となっております。また、

社会とのつながりが孤立を防ぎ、体や頭を使うことが介護と認知症予防につながることからシ

ルバー人材センターとの連携を深め、就労を通じた生きがいづくりや、高齢者の持つ知識や技

能を地域社会に生かせるよう推進してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） 今、大分ですね、広範囲にわたっての答弁をいただきました。 

  この１問目、２問目というものは、先ほど冒頭でも述べたように、加美町少子高齢化によっ

て高齢化率、先ほど35年には高齢化率43％にもなるというようなお話をいただきました。マイ

ナス的に考えると高齢化率の上昇ということなんですけれども、今時点で考えますと先ほど町

長の答弁にもありましたとおり、やはり高齢、高齢といいますか、今まで社会でばりばりに活

躍をしていただいた方々の技術だったり知識、こういったものが蓄積されている方々が多いと

いうことを逆には言えるわけで、先ほどの町長の答弁の中にもやはりこういった方々をいかに

して社会参加をしてもらうかというところがポイントなのかなというふうに思います。具体的

な話というのが、やはり私も実際に、この高齢者のための様々な計画ありますね。高齢者保健

福祉計画ですとか、げんき加美町21、こういったものを読みますと、これ行政として仕方ない

部分ではあるんですけれども、大体のことが同じようなことが書いてまして、加美町として特

筆すべく施策、事業というものがどこにも載っていないという状況でございます。なので、今

回はそこの、高齢になって悪いというわけでは全然ございませんし、その方々にいつまでも元

気でいただくための施策を町長と一緒に語ってみたいなと思いまして、この質問を出させてい

ただきました。町長、先ほど高齢の男性の方々、どういった形で社会参加を募っていくかとい

うところ、具体案がなかったんですが、町長の思っている具体案ありましたらお答えいただき

たいと思います。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  特に今回、この答弁書、答弁の中でも強調した部分になってくるんですけれども、なかなか

女性の方と違いまして、私もいろいろお呼ばれして、例えばミニ町政懇談会などに呼んでいた

だくことが多いんですが、圧倒的に女性のグループの方々のほうが多いんですね。ですから、

例えば昨日ですと加美郡の婦人会にもお呼ばれしております。終わりましたけれども、男性会
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とかってないですね。それが一つの表れだと思うんです。じゃあ、男性の方々を、じゃできる

だけ、いわゆる究極的にはやっぱり健康で健康寿命を長くしていくということが大切だと、ま

ず目標としてあるわけで、その中で男性の方々には、やはり今髙橋議員からご指摘いただいた

ように、それぞれ皆さんが持っていたやっぱりスキルを生かした、やはり私はお仕事に近いよ

うなボランティアでも構いませんけれども、お仕事に近いようなボランティアというようなこ

とが本来であれば望ましいのかなと思っております。午前中に早坂議員からそういう、例えば

学校の先生が、何でしょう、退職された方々の力を借りて学力向上というご提言もありました。

例えばイメージとして、やっぱりあのような形で長く、いい意味での、本当に過重労働じゃな

い働きというものを提供していくということが、この町のためにもご本人たちのためにもなる

んでないかなというふうに思った次第でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） ありがとうございます。 

  今町長から今答弁があったところ、まさにそこの部分に町長が言っていただいたのでありが

たいんですけれども、今回の一般質問に当たってどういった方向性でいこうかなというふうに

考えたときに、やはりシルバー人材センターの存在というところが非常に気になりました。こ

のシルバー人材センターの最近の登録状況等をまずお示しいただけるとありがたいんですが、

以前に比べてどうなのか、もしくは今のシルバー人材センターの状況、稼働率といいますか、

そこの部分、担当課で分かればお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  令和６年度の実績という形で報告させていただきたいと思います。 

  シルバー人材センターにつきましては、受注件数が832件ございまして契約金額が5,600万円

ほどでございます。会員数につきましては、男性で98名、女性で68名ということで、合計で

186名でございます。すみません。166名でございます。平均年齢につきましては、男性が75.7

歳、女性が74.3歳ということで、全体平均しますと75歳ほどということになってございます。

先ほど受注件数申し上げましたが、シルバー人材センターの職種別で見ますと一般作業、除草

や清掃作業になりますが、その比率が71％ほど、あと技能就労ということで、植木の剪定です

とか土木作業等が25％ほど、あと施設の管理等につきまして３％ほどというような内訳になっ

てございます。民間と公共の受注の比率についてですが、家庭や一般企業等につきましては全

体の73％ほどになってます。公共団体につきましては、27％ほどというような実績でございま
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す。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） すみません。もう一度お願いします。 

  登録状況の推移、今までと比べて増えているのか、減っているのか、そこの部分の答弁がな

かったのでそこをお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  昨年度の11年度と比較しますと、昨年度が168名ということで、毎月増減はあるものの微増

微減というような状況でございます。シルバー人材につきましては、日々、会員の募集を行っ

ているということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） 町長、今、実態を聞いていただいたんですが、そこについてですね。先

ほど、町長の答弁の中に過重労働というような言葉がありました。今、担当課長から答弁をい

ただくと、75％ほどが清掃、草刈りとかそういったものですよね。25％ぐらいが植木の剪定、

技術というところなんですけれども、そのほかの数％というのがまた別の仕事だというふうに

思うんですけれども、先ほど伊藤由子議員の質問にもありましたとおり、この暑い中ですね、

草刈り、植木の剪定、そういったものしかシルバー人材センターで仕事がない状況で、様々な

人が、いろんな職種をやって経験された方々がシルバー人材センターに登録したら外作業、そ

ういった草刈りですとか植木の剪定、暑い中での剪定、しかも平均年齢が先ほど75歳というふ

うに言ってましたよね。 

  そういった状況でそこで仕事ができるのかというと、私はもう少し様々な職種がないと回っ

ていかないんじゃないかという思いはしております。そこの部分で、例えば先ほど町長の答弁

の中でもありましたとおり、学校の先生上がってきた方がそういった技術知識を生かして地域

の子どもたちに云々ですとか、様々町でやっている事業に関しても、やはりいろんな職種を経

験されてきた方々に投げてみると、もっといい回答が得られるかもしれないというところがあ

るもんで、その辺の情報、仕事の振り方というものをもう少し工夫すべきではないかというふ

うに思うんですが、町長の見解をお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 
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○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  実は、シルバー人材のセンターの話になりますと様々の、何ていうんでしょうか、一筋縄で

はいかない実は問題があります。先ほど森田課長から75歳ぐらいというふうになっていること

の大きな要因としましては、やはり例えば会社の定年というものがどんどんと後ろに、役場も

そうですけれどもなってきているよと。まだしっかりと第一線で、本当に就労という形、仕事

に就いているという形の方々が多くなってきているといったことがまず一つあります。 

  そして、実はシルバー人材センターともこの期間いろいろと意見交換等をさせていただく機

会多かったんですけれども、まさに髙橋議員おっしゃるように、私たちもいい意味で様々な職

種といったらいいんでしょうか、業種といったらいいんでしょうか、お仕事の内容を増やして

いくべきだというふうな話もさせていただいたことあるんですが、現実的にシルバー人材セン

ターの事務局は自分たちで営利目的、要するにお金を取ることができないんですね。そうしま

すと、様々な職種、業種を増やしていきますと、そのマッチングだけでもいっぱいいっぱいに

なってきているという実は矛盾がありまして、そこの部分が、いわゆる国の、これ立てつけの

問題だよねというふうなこと、ちょいちょい中で話し合わせていただいてるところです。 

  ただ、そういうふうな事務的なことは置いておいても、これから順次、高齢者の方、私たち

だって高齢者になっていくわけです。そうしますと、持っているスキルというのがどんどん違

ってくるわけですね。ですから、そういうことも踏まえて、いわゆる将来の高齢者の方々には

様々な部分に入っていっていただくようにしていくことがよりいいのかなといったようなイメ

ージは共有させていただいてるかなとは思っております。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） これ通告、こういった内容だからというところで、今シルバー人材の話

をしたかなというところがありますけれども、加美町には人材バンクというのがありまして、

一応、冊子として生涯学習課ですかね、作ってある、いいです、作ってあります。その冊子と

して、こういった人材の人たちがいますよと教育関係のやつで使ってるやつだと思うんですけ

れども、そういった様々ないろんな仕事をしてきた人たちの、こういったお手伝いしますよと

いうような方々が登録されて、登録といいますか、記載されてるやつがあるんですけれども、

ああいったものをもっともっと一般町民に分かるような形で、何か困ったときにシルバーだけ

に限らず、そういった人材バンクというところで、例えばお仕事を回していけるというとおか

しいんですけれども、そういった制度設計をしていく必要性があるのかなと。町長も先ほど言

ったとおり、このシルバー人材センターに関しては立てつけ上、問題があるというところ、私
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もそれは以前から聞いているところではあるんですけれども、そういった部分じゃないところ

で、かつ、そこの部分が加美町独自のというところなのかなというふうに私は思ってるんです

ね。その辺についても、もう一度よろしいですか。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  今、いきなりあっちのほうにも飛びますけれども、こども家庭課で今ファミリーサポートセ

ンターと、ファミサポを準備しております。これなんかは、特に私どもが期待してるのは、や

はりマッチングなんですよね。子育て支援を願う、いわゆる今小さな子どもたちがいる家庭と、

あと先輩パパママなどのチームで、ですから、それとてやはり町の中で、そのような子育てに

もう一回携わりたいといったような方々。ですから、様々な意味で大切になってくるのは、先

ほど人材バンクはあっても果たして動いてるのかというふうな悩みがあったんじゃないかなと

いうふうに思いますけれども、実際につくっても、そこのマッチング業務をうまくやるシステ

ムというものをどういうふうに構築するかというところがポイントになるのかなというふうに

ちょっとお話を聞いていて思いました。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） そうですね。ぜひそこのマッチングをどうやってやっていくかというと

ころを今の段階で早めに考えていかないと、やはりこの25年問題はもう25年なので、35年にな

るまでにどうやって健康を維持してもらうか、そこのやりがいだったりというところにもつな

げていくためにも、今のうちからぜひ検討していただきたいというふうに思いますのでお願い

します。 

  そこの部分と大体同じような感じなんですが、ここでちょっと一部、私がこれ何かうまくで

きないかなというふうに思っていたところがあるんですけれども、先ほどの早坂伊佐雄議員の

一般質問の中で高齢者の方々、高齢者、ごめんなさい、鳥獣被害の対策ですね。鳥獣被害対策

で、電柵ですとか、ネットを張って対策をしているというような答弁があったと思います。な

かなか高齢の方々で家庭菜園をやっている人たち、この家庭菜園をやってて、自分たちが食べ

るの、あるいは知り合いにあげたりするのを楽しみに家庭菜園をやっている方々がいますと。

そういった方々が、例えば鳥獣被害でいっぱい来たときに、なかなか電柵をするとかネットを

するまで行けずに、そういった自分で畑をやっている人たちが畑をやめてしまうというような

ことも多々お話を聞きます。 

  そういった畑をやめてしまう、あるいは何かをものづくりしてる人が、それを生きがいにし
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ていた人が、ものづくりする機械が壊れてしまった。これ直すまでにというと、その機械を直

せずにそれをやめてしまって健康を害するとか、男性のほうが女性よりも多いと思うんですね、

そういった方々。そういった方々のその生きがいを何か助成できるような制度、こういったも

のも今後必要になってくるのかなというふうに私は思っております。ですから、先ほどの鳥獣

被害の件に関しましても、そのネットを、例えば生きがいづくりのために農業やってる人、あ

るいは違う何かを作ってる人たちに支援をする。これは個人でやるのは難しいというのであれ

ば、何かの団体をつくりながらそういった支援をしていく方策、こういったものができないか

なというふうに思うんですが、この辺について答弁いただけるとありがたいです。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。（「ありがとうございます」の声あり） 

○町長（石山敬貴君） どこも手を挙げなかったんで。 

  多分全て共通していくことは、高齢者の方々にやっぱりやりがいとかというようなことを、

何ていうんでしょうか、当たるというわけではないですけれども、やっていただくといったよ

うなことの制度づくりということで、先ほどのマッチングというのが人と人とをつなげる人的

なものとするならば、それを実際プロモートするための金銭的なものというようなことのご意

見かというふうに理解しました。 

  ちょっとそれね、ちょっと預からせていただいて、どういうふうにどのようにつけていくか

というようなことかなというふうに思います。ただいずれにしても、これは私日々感じている

ことでございますけれども、このような加美町の人口減少が進んでいる、高齢化が進行してい

くといったようなことにおきまして、例えば行政サービス一つとっても昔と比べてもかなり肥

大化しております。これを職員だけで賄っていくということは、そろそろ私はもう無理が来て

いるかと思っております。なかなか職員だって、これからやはり募集しても人が集まらないと

いったような時代が必ず参ります。そうなったときに、もう一度ですね、住民皆さんぐるみで

お手伝いというんでしょうか、サポートいただけるようなシステムというの、広くいえばそれ

がまたやりがいになっていただければいいのかなというふうに思っております。 

  ちょっと余計な話もしますけれども、先般、宮崎、熊本と有機農業のことで視察に行ってま

いりました。伺った町では、早くから１坪菜園というのを町民の皆さんに推奨して、有機農業

をそこでやってくださいと。それを町の直売所に出すことによって当然収益も上がると、収入

も増えると。そして、かつ、ほかと比べて医療費とか介護にかかる費用が抑えられているとい

ったような成功例、ご説明いただきました。ですから、髙橋議員おっしゃるように、やはり長

く、いい意味で過重にならないような働き、やりがいのある働きというのを、これは男性も女
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性もかかわらず、持っていただくということが一番の近道なのかもしれません。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） 今、１坪農業ですよね。（「１坪菜園」の声あり）１坪菜園、１坪農業、

それで収益も得られる。すばらしいですね。ぜひ加美町でできるようにお願いします。 

  この2025年問題あるいは35年問題、言い方本当に悪いと思います。問題と言ってますが、加

美町にとってはこの2035年というのは、加美町の高齢の方々は貴重な戦力であり、加美町にと

っては35年も健全財政をしていくためには、そういった方々の活躍というのが非常に貴重なも

のになりますので、ぜひそこで出てきていただけるようなきっかけ、今の本当にすばらしいな

と思いましたので、ぜひそれを進めていただきたいなというふうに思います。 

  ちょっと先ほど町長の答弁の中から何個かまた質問をしていくんですが、ミニデイサービス

云々というようなお話で様々、支え合いだったり健康教室等を行っているというようなお話が

ありました。ここの部分は、今回は様々なほかの議員さんたちの一般質問を借りるんですけれ

ども、今回、木村哲夫議員が最終日に一般質問をしまして、このミニデイサービスの関係、行

政区に関しては大小様々あると思うんですけれども、こういった部分でミニデイサービスの運

動の支援だったり様々のところに地域間格差はないかどうか、そこの部分を確認させていただ

きたいんですが。この人口によって、あるいは参加者の人数によっての決まりですとか、そう

いったところに支障はないか、お願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  ミニデイサービスにつきましては、行政区にお願いしているというような実情でございます。

ただ、行政区の中では、中新田地区で２行政区、あと小野田地区で１行政区、合計３行政区が

このミニデイサービスを実施できないというような状況にございます。また、実施している行

政区につきましては、行政区の規模、あと参加者の人数の大小によりまして、２か月に１回開

催しているところもあれば、毎月ですか、開催しているところもございます。あとは、体操を

やるということで、毎日朝、ラジオ体操を兼ねて集まって顔を見合わせるというような状況の

ところもございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） 何か所かミニデイサービスができないというようなところがあると今答

弁いただきましたが、実際にやはりあまりにも少なすぎてできないとか集まらないというとこ
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ろも話があったりします。ここの部分に関して、これ先ほど課長の答弁で行政区にお願いして

るというようなことがありましたが、例えば、今はもう全体的の敬老会というのもなくなった

わけなんですけれども、このミニデイサービス、越境するという言葉が合ってるかどうか分か

らないんですけれども、自分が住んでいる行政区じゃないところのデイサービスに今度参加し

てみよう、その自治体ごとどこかと一緒にやってみましょうとか、そういったことも恐らくや

ったら皆さん楽しめるのかなというところがあります。そういった場合の越境、あるいは一緒

にやってみる、例えばそれが中新田地区と小野田地区の人たちが一緒にやった場合にその交通

費を補助するとか、そういった部分があったら、もっとこのミニデイサービスも、いつものメ

ンバーじゃなく新しいメンバーと一緒にというようなことも考えられるのかなというところも

ありますので、そういったこともぜひ今後検討していただきたいというふうに思うんですがい

かがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  ミニデイサービスにつきましては、現在、生活支援体制整備事業という中で、いろいろ委員

さん方、あとは地元に、地元の方々の意見を聞く場がありまして、その中で様々に行政区の人

数が少ないという中ではありますが、行政区の中からミニデイサービスのリーダー研修という

のを実施させていただいております。その中で、どのようにミニデイサービスを実施していく

かというのを年に１回開催させていただいているところでございますが、今議員おっしゃられ

たように、地域に限らずというところで新たな試みというのも生活支援体制整備事業の中で検

討してまいりたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） ぜひ、うちの中新田城内地区なんですけれども、様々ちょっとほかの行

政区と一緒に何かやってみようかみたいな話も実は内々でやっております。中新田城内、例え

ば小野田城内さんと一緒に何か交流をしてみたいとかね。そういったこともやると、やはり人

も新しい人たちと出会うことで刺激にもなりますし、そういったこともぜひ今後、一つに考え

ていただきたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

  あと先ほど様々な事業を行っていますよというところで、介護予防、元気応援講座というと

ころも課長に資料を頂きました。このフレイル予防ですとか健康管理、様々ですね、名前が私

すごく気になるんですね。フレイル予防の何々事業ですとか、例えば、メタボ予防の何々とか
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と書かれると、女性の方々は非常にそういうのを気にしているので参加することは多いと思う

んですけれども、男性の方、多分男性職員、皆さん多いので聞きますけれども、フレイル予防

の何々と書かれたら参加しますかね。さっきの町長の答弁の中に最たるものがあったんですよ、

認知症カフェ。これ誰が参加する、どういった方が参加するんでしょうか。逆に、何ていった

らいいんでしょうね、職員の皆さん、認知症のカフェに参加しましょうって参加しますかね。

この辺の気持ちの問題かもしれません。ただ、こういった名前によって参加しづらくなってい

るような状況というのは多々あるんじゃないかなと。 

  これが、もちろん国からの補助金がそういった形で下りてくるのでそのまま名前を使って出

してるんだろうと思いますけれども、やはりこの辺の、特に男性の参加者さんを増やしたいと

いうのであればですよ。例えば、囲碁大会とかをやる場合に、囲碁大会って書けばいいのにフ

レイル予防囲碁大会、これ参加しないですよね、多分。でも、加美町町長杯囲碁大会だと参加

するんですよ。この辺の名前とかもぜひ今後、検討課題に入れていただけないかという提案な

んですがいかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 地域包括支援センター所長。 

○地域包括支援センター所長（川熊裕二君） 地域包括支援センター所長です。 

  フレイルとか介護予防とか、国でまずこのように言ってるのでこちらでも使ってるような状

況です。例えば、あと認知症カフェというのは今３か所でやってるんですけれども、それぞれ

名称ありまして、にこカフェとか、ひだまりカフェとか、そういう名称を使って、認知症カフ

ェというのはあんまり出さないでやってますので、そこら辺は工夫してやってます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） 多分、今、皆さんも、私がちょっとふざけたような感じで話をしました

けれども、その名称だけで多分、ああ、そういうもんだよなと思っていただけたと思いますの

で、ぜひその辺をもっと参加しやすいような取組をぜひやっていただきたいというふうに思い

ます。よろしくお願いします。 

  あとフレイル予防の関係なんですけれども、フレイル予防、私も出しているとおり、フレイ

ル予防には３本の柱、運動、栄養、社会参加、今、社会参加の部分でちょっと強めに町長とい

ろいろやりませんかというのをお話をさせていただいてました。 

  運動というのは、今回、この間、全協でも説明いただいたデジタルアプリの関係で運動とい

うところは何とか意識を持ってやっていただけるかなというところなんですけれども、栄養と

いうところですね。ここの部分が今まで同様の取組になってしまうと、なかなか予防策として
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打てないのかなというふうに思います。現状、この栄養に関して何か考えていることがありま

したら担当課からお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  栄養という点でございますが、まさに行政区で健康教室などを開く際には、その地域の状況

を栄養士さん方がデータ分析をしましてお知らせをしてるというような状況でございますので、

健康と栄養と、これはセットで考えていかなくちゃいけないというふうに思います。その上で

も歩くことを前提にしながら、その行政区内でどのように健康の状態が変わったのか、もしく

は栄養のバランスも考えながらどのように取り組んでいくのかというのを、今後、注視しなが

ら進めていきたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） この間、仙台で行われたＴｅｃｈ東北というデジタル系のイベントに木

村哲夫議員と一緒に行ってきたわけなんですが、そこで、カゴメさんだったかな、カゴメさん

のところで指を乗せるだけで野菜の何が足りないかとか、そういったものを計測できるような

ものがあったりしております。デジタルを活用してこういったこともできるんだなというよう

な思いがありました。せっかくですから、このアプリケーションとかを使ってとか、何かこう

いったことができるといいなというふうに思うんですがどうでしょうかというところが１点で

す。 

  あともう一つが、この間、質問をしましたが、こども家庭課で話をしていたときに、子ども

食堂ですか、の関係でちょっとちらっと話をしていて、子ども食堂も必要ですけれども、高齢

者の方々の栄養管理のために子ども食堂だけじゃなく、そういった高齢の方々も参加できるよ

うな取組、今後の栄養の管理に関して必要になってくるんじゃないですかねというような話も

ちょっとしておりました。そういった取組もぜひ検討していただけるとありがたいのですが。

この２点についてお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 保険健康課長。 

○保険健康課長（武田明美君） 保険健康課長です。よろしくお願いいたします。 

  今アプリのお話もありましたけれども、今後、補正予算で計上させていただきますデジタル

アプリの関係で、先ほど議員さんおっしゃられたようにベジメータというものがあったと思う

んです。この間、私ども実はデモでそれを福祉課、会館の職員がデモを行ったところで、ＡＢ
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ＣＤＥまであるんですが、Ａの方というのはなかなか難しくて２人しかいないという状況でし

た。そういうこともデジタルアプリをする中で、大きなイベントとして登録者数を増やすため

の健康づくりフェアとか、そういうフェスタとかを開催しながら、そういう機器をお借りをし

て、そういうときに測るとかということもやっていきたいなと思っております。 

  それから、デジタルアプリの中で、例えば栄養に関する献立とか、お知らせみたいなのを皆

さんにも届くような、そのようなシステムにしていければなと思っておりますのでよろしくお

願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  子ども食堂と同様に大人食堂ということでございますが、生活に困窮する方々もおられるか

と思いますので、そういった方々を対象に温かいお食事を提供するという場の必要性も踏まえ

て、社会福祉協議会ともその辺を協議させていただいて考えていきたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） ぜひやる際には、高齢者食堂では駄目ですからね。キャッチーな名前で

お願いします。 

  以上で、この上の１点目に関しては質問を変えさせていただきますけれども、やはり加美町

にとっては貴重な戦力でございます。この戦力がしっかりと一緒に加美町のまちづくりに関わ

っていただけるような取組、ぜひ検討していただきたいというふうに思います。 

  ２点目、行きます。 

  加美町の観光元年、これまでの検証についてということで、今年度を「観光元年」として

様々な事業を行っています。しかしながら、現状として、ちょっとイメージなんですけれども

走りながら検討している状況にあるのかなというような形があります。補正予算での対応です

とか、広報不足あるいは様々な打合せ不足というのが出てきてしまっているのかなというふう

に私個人的には見ております。次年度以降ですね、継続・改善を進めるために、また次年度事

業を検討する時期にもそろそろ差しかかってきます。それを検討するためにも、以下の点につ

いて伺います。 

  １点目、初午まつり、この前夜祭の検証。どのようなものだったか。 

  ２点目、各地区の夏祭り実施主体と町との関わり方について。 

  次に、台湾嘉義市との交流事業の現状について。 
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  ４番目、同じような感じで次年度以降の嘉義市との交流事業等の計画や予算規模について。 

  ５点目、町が考える観光とイベントの違いがあると思うんです。イベントやお祭りではなく、

町が考える観光とはどういったことに力を入れていくか、この点についてお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  「加美町・観光元年」のこれまでの検証についてというご質問に対して答えさせていただき

ます。 

  髙橋議員からは走りながら考えてるんじゃないかと、全くそのとおりで本当に議会の皆様、

議員の皆様にもご迷惑をかけながら、その都度その都度補正などをお願いさせていただきなが

らさせていただいておるところでございます。申し訳ございません。 

  計画的にといったようなことが全体のご趣旨でございますので、そこのところは来年度に向

けてしっかりとやっていきたいなというふうに思う一方で、とにかく今チャンスはものにして

いきたいというような気持ちで、それでも、何でしょう、少し拙速でも飛びつくものには飛び

ついてというような動きをさせていただいた私どものわがままを許していただきまして、本当

にありがとうございます。 

  それでは一つ一つお答えさせていただきます。 

  初午まつりの前夜祭の検証に関してといったようなところからお話をさせていただきます。 

  今年、昭和100年の記念すべき年に当たり、また加美町を代表する伝統行事である初午まつ

りが毎年４月29日、昭和の日に開催されていることから、初午まつり前日に昭和100年記念初

午まつり前夜祭を開催させていただきました。当日は、中新田花楽小路商店街におきまして、

翌日行われる初午まつり「火伏せの虎舞」ＰＲに合わせ、中新田花楽小路商店街を舞台に、昭

和100年のお祝いムードも重なり、中新田火伏せの虎舞保存会をはじめ、関係機関のご理解と

ご協力の中、盛大に開催することができたと思っております。テレビによる町内外への告知を

行いまして、当日は5,000人の入り込み数になったというふうに承知しております。 

  開催後の検証につきましては、町として幅広い年齢層の方々に商店街に足を運んでいただい

たと感じておりますし、夜の虎舞演舞に町内外から多くのお客様においでいただき、誘客力が

あることが実証できたと感じております。また、町内の商店街や各関係者にアンケートを行い

まして、43％が次年度の開催を希望する内容でした。その反面、開催日の変更など、ご意見も

いただいておりますので予算編成に向けて関係各所と今後も相談してまいりたいと考えており

ます。 
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  続きまして、２点目の各地区の夏祭りの実施主体と町の関わり方についてお答えさせていた

だきます。 

  今年度も各地区において盛大に夏祭りが開催され、地区住民の方々や帰省されている方々な

どに楽しんでいただきました。祭りの実施主体は実行委員会形式で、商店街の夏祭りや商工会

や地区商店会が事務局、地区の夏祭りは公民館やコミュニティー組織が事務局として開催され

ております。町の関わり方については実行委員会のサポートとして、開催に向けた助言や補助

金の交付などのほか、祭りの会場をお借りして、町の施策や活動の広報をさせていただいてお

ります。 

  ３点目の台湾嘉義市との交流事業の現状についてお答えします。 

  議員各位の皆様のご協力を得ながら、台湾嘉義市訪問団の受入れを７月26日、７月27日に無

事終えることができました。改めて、この場をお借りして感謝申し上げさせていただきます。 

  訪問団受入れ後の現状については、台湾嘉義市の北園小学校と鳴瀬、広原小学校の交流事業

について、２回目のオンライン交流に向け学校関係者と協議を進めている状況です。将来的に

は、音楽やスポーツを通じた人材交流にまで発展させていければと考えております。 

  また、今回の補正予算にも計上させていただいておりますが、群馬県みなかみ町とアドバイ

ザー契約を結び、政策アドバイザー、久保 博様とともに連携した助言をいただきながら、嘉

義市長との意見交換会で同意を得た教育、文化、観光、自治体運営などの交流実現に向けて協

議を進めていきたいと考えております。具体的には、嘉義市で年度内に開催される嘉義市バザ

ー、国際都市博覧会、国際音楽フェスティバルに招待されております。嘉義市訪問に関して意

見交換会で同意を得た民間団体を含めた交流事業の実現に近づけるための訪問と位置づけ、ア

ドバイザーと連携して協議を進めているところでございます。 

  ４点目の次年度以降の台湾嘉義市との交流事業等の計画や予算規模についてお答えします。 

  ３点目でもお答えさせていただきました内容と重複する部分もありますが、今年の訪問の際

に、加美町のインバウンドや自然景観によい時期などに合わせてインバウンド誘致や加美町の

特産品の輸出に向けたＰＲ活動も行いたいと考えております。その他、人事交流などについて

も意見交換を行い、その結果に基づき、当初予算編成前には事業計画と予算規模についてまと

めていきたいと考えております。 

  ５点目の町が考える観光とイベントの在り方についてお答えします。 

  観光元年の意味合いには、長年築き上げてきました観光施設群や自然景観を観光する目的と

して加美町にお越しいただき、まず町を、この加美町を知っていただければというふうに考え
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ております。さらに町の広報活動の手段としてイベントを行うことで、メディアの力もお借り

しながら広く広報活動を展開することにより加美町に来ていただけるきっかけにつながってい

くものではないかと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） まず１点目から。初午まつり5,000人の入り込み客数で、非常に夜の虎

舞すばらしいということ、お客さんの中でもそういったお話もありました。アンケートを取っ

た場合に43％が次年度も開催してほしいというような話がありました。この43％について、ど

のような認識なんでしょうか。43％は、高いんですかね、低いんですかね。この辺によっても

変わってくると思いますし、日程変更ですとかそういった様々なことも今後考えなきゃいけな

いというような今答弁がありました。その辺についてもう少し具体的にお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。よろしくお願いいたします。 

  まず最初のご質問でございます。43％という数字でございますが、今回、前夜祭を終了した

後にアンケートを調査させていただきました。中新田の商店街、あと花楽小路振興会、にぎわ

いづくり委員会、活性化検討委員会、火伏せの虎舞保存会からアンケートをいただいておりま

す。その中の項目の中で、すみません、来年度以降、継続して開催してはどうかという項目に

つきまして、継続して開催するが全体の43％、分からないが33％という数字でございました。

ただ、そのほかの項目の中で初午まつりはいかがでしたか、とても満足、まずまず楽しめたが

全体の80％を占めておりました。私たちとしましては、この43％は来年度も継続を期待すると

いうふうに考えて今検討を進めているところでございます。 

  あと続いての日程調整の件でございますが、アンケートの中では、日程調整については項目

は設けておりませんでした。ただ、いろいろな団体との会議ですとか打合せの中で、まず、こ

の初午まつりの前夜祭よかったというお話を聞くことができておりますが、その中でも次の日

の29日に合わせて仕込みなどもある商店の方々から、どうしても前の日は店を開けることがで

きないと、お祭りに協力したり参加したり気持ちはあるんだけれども、どうしても29日のこと

を考えると閉めざるを得ないんで、そこもちょっと検討してみてけねがというお話もいただい

ておりますので、今回のこの答弁の内容になっております。よろしくお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君。 

○14番（髙橋聡輔君） 今のアンケートの結果を聞くと、前夜祭と本祭りが一緒になってるんだ
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なという感覚がいたしました。43％どう思うかという話なんですけれども、これ支持率みたい

なもんで非常に難しいですよね。総理大臣の支持率何％だったらどうだという話が今よくニュ

ースでやっていますけれども、この43％というので果たしてやってもいいのかどうかというと

ころ、今年度は補正予算でやりましたけれども、次年度は恐らく当初予算に計上しなきゃいけ

ない。当初予算に計上するということは、恐らく10月、11月ぐらいまでには地域の方々に来年

度の計画、どのように考えているかというところもしっかりとお話をしないと、実際に出して

くるのは概算が11月ぐらいまでなのでもう少し余裕はあるのかもしれませんけれども、そうい

ったことをやはり地域の商店街の方々心配しておりましたので、ぜひその辺も、この打合せが

走りながらやるのではなく、しっかりと立ち止まって打合せをするというところ、ここの部分

にしっかりと力を入れていただきたいというふうに思います。 

  あと２点目。お祭りの関係、特に宮崎地区だと思うんですけれども、やはり実行委員会の関

わってるのが公民館の方々がやっているというふうになってしまうと、やはり一部の声が聞こ

えたのが、中新田とか小野田も商工会の皆さんが頑張っていただいているのでそういったとこ

ろが関わっていると、宮崎の人たちがなかなかそういったところがないので公民館というふう

になっているのかなと思うんですけれども、同じお祭りの中で時間的制限が非常に宮崎の場合

は厳しかったというような話もちょっと聞きます。早めに何時まで片づけ、その人から聞いた

話なんですけれども、聞いた話で大変申し訳ないです。職員の働き方改革の関係で、例えばこ

の時間まで片づけしなきゃいけないよと、もう少し長くやりたかったのにできなかったという

ようなお話もちょっと聞き及んだところがありましたので、そういったことがないように、こ

の地域の祭りというものは一定の取決めの中で地域によって差がないように、ぜひしていただ

きたいという要望です。ここの答弁がもしありましたらお願いします。 

  もう一点もまとめて言っちゃいます。またですね、こういった初午まつり、あるいは地域の、

例えばこれから中新田ですと鍋まつりも12月になるというようなお話がありましたし、様々な

お祭りの中で今、宮城県の県のアプリケーションを見ていますと、いろんなお祭りに参加する

とみやぎポイントがもらえますみたいなのが今、今までで３か所ですかね、やっているようこ

とがありました。宮城県でお金を出してもらって1,500ポイント、要するに1,500円分のお買物

ができるポイントをもらえるというふうになった場合に、これ絶対に使ったほうがいいんじゃ

ないかなというふうに思っておりました。この辺の制度の件に関して、併せてここまでよろし

くお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（佐々木 功君） 生涯学習課長です。よろしくお願いいたします。 

  １点目、宮崎地区の盆踊り大会についてご意見があったということでございました。こちら

のお祭りも盛会裏に終了したということで伺っております。その公民館についてもちょっと確

認をいたしておりました。スタッフ不足もあるということもあります。そのほかに熱中症対策

もあって、５時から８時まで開催ということにさせていただいたということでございました。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  ２点目のご質問、県のアプリの使用についてでございますが、商工観光課でも県内の２か所

の開催地区、齋理屋敷と、この間の鳴子のこけし祭りの情報は入っております。このイベント

の会場に来まして、アプリにポイントがもらえて、あと後日それが使えるようになるという制

度を基にして、県庁で、富県宮城でやらせてもらっている事業でございますが、ぜひ町内でも

使えるイベントに関しましては、初午とかはちょっと現実的ではないとは思うんですが、その

ほかのイベントで活用できるものは県と相談しながら前向きに考えていきたいというふうに思

っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 副町長。 

○副町長（千葉 伸君） ２点目、追加させていただきます。 

  県のみやぎポイント、金曜日かな、河北新報にこけし祭りで先着4,000名に1,500円分という

ことで、これ1,500円で400人だから600万円ということで、これは我が町ももらわない手はな

いんじゃないかということで、ちょっと県に連絡してみました。我々が使えるのか、我々が手

を挙げればいいのか、そちらの指名を待つのか、何か提出すればいいのかということでちょっ

とお聞きしたんですけれども、大崎のこけし祭り、それから齋理屋敷、これはもともと地元に

地元限定のポイントであるとか、地元限定の金券みたいなのがあって、その仕組みと県のポケ

ット単位のデジタルの仕組みという、ちょっと組んだ実証実験のようなものだということでご

ざいまして、今年度もまたやるのという話をしたところ、今年度はこれで打ち止めだというこ

とでございまして、来年度は状況はまだ分からないということなんですけれども、県がお金を

出してくれて、それから、ちょっと新聞も大きく載ったということなんで、またこういうこと

があるのかどうか分かりませんけれども、いろいろ県であるとか関係機関と連携してやってい

きたいと思います。 

  以上でございます。 
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○議長（味上庄一郎君） 髙橋聡輔君に申し上げます。 

  １時間過ぎておりますので、よろしくお願いします。 

○14番（髙橋聡輔君） 最後の質問をします。すみません。時間が足りなくなったのは私の責任

でございます。 

  最後に、嘉義市の関係ですね。これから予算決めをしていきたいというような話があります

けれども、確かに嘉義市、町長、先ほどチャンスをつかめるときにつかみたいというような話

がありました。嘉義市からどういったことが来るか分かりません。いつどういうタイミングで

来るか分からないんですが、やはりその都度その都度、補正予算で対応してしまうというふう

になると、やはり町民の皆さんからも非常に心配されるところがあります。ぜひ次年度の予算

でこのぐらいの枠組みの中でどういったことができるかというような、そういった枠をしっか

りと予算を取っていただけるように要望したいと思います。これについて答弁があれば、これ

で終わりにしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  嘉義市とこれだけ太いパイプができてきましたんで、向こうで何があるかということもかな

り情報が、昨年の10月に初めて行ったときとは随分と違ってきましたので、今後そこら辺、計

画的にしっかりやっていければというふうに思っておりますんでありがとうございます。 

○14番（髙橋聡輔君） 終わります。 

○議長（味上庄一郎君） 以上をもちまして、14番髙橋聡輔君の一般質問は終了いたしました。 

  暫時休憩いたします。２時30分まで。 

     午後２時１８分 休憩 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     午後２時３０分 再開 

○議長（味上庄一郎君） 休憩を閉じ、再開いたします。 

  次に、通告４番、２番早坂 潔君の一般質問を許可いたします。ご登壇願います。 

     〔２番 早坂 潔君 登壇〕 

○２番（早坂 潔君） それでは、町議会議員となって２回目の一般質問となります。まだまだ

緊張するところではありますが、本日も町の皆様からいただいたお声を町の町政の場に届ける

ために３点の質問を通告させていただきましたのでよろしくお願いいたします。 

  まず１点目は、介護人材の確保についてです。 
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  今後増え続ける要介護者に対して、介護職員不足は全国で大きな問題となっており、我が町

でも例外ではありません。来年度には国全体で240万人の職員が必要だと言われており、町と

しても人材確保及び離職防止の体制強化が急務であると思われます。 

  以下の点についてお伺いします。 

  １つ、人材育成機関との連携など、行政として支援できる方策はあるか。 

  ２つ、介護職員の離職を防ぐためのサポート体制はあるか。 

  以上２点についてお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

     〔町長 石山敬貴君 登壇〕 

○町長（石山敬貴君） 早坂議員からは介護職員の人材確保についてのご質問をいただきました。 

  それでは、順次答えさせていただきたいと思います。 

  １点目の人材育成機関との連携など、行政として支援できる方策はあるかについてお答えさ

せていただきます。 

  令和５年度に事業所の運営状況や利用者の状況等を把握するため、介護サービス事業者調査

を実施しております。人材確保の状況について、やや不足している、不足していると回答した

事業者が約半数で、現場の人材不足は大変厳しく喫緊の課題であると認識しております。 

  加美町では、福祉分野に限っておりませんが、町内事業所への人材確保支援として回覧等に

よる求人情報の提供を行っております。また、国立音楽院では町内の介護事業所と連携し、音

楽療法や若返りリトミックの実習の場として活用しております。これまで卒業生が２名、町内

の介護事業所に就職しております。さらに令和３年度から20代に向けた応援事業をターゲット

20と称し、Ｕ・Ｉターンや定住促進策として、ふるさと就職奨励補助金、奨学金返還支援補助

金や移住家賃補助金を実施しております。これらの事業を採用活動時のインセンティブとして

活用いただけるよう、介護事業所等に周知しております。 

  昨年度は町内介護事業所と情報交換会を開催し、事業所で抱える問題点や行政への要望など

を情報共有させていただきました。また、県が実施している介護人材確保のための事業補助金

や外国人介護人材受入支援事業等の活用に向けて、県と連携しながら各事業所へ働きかけると

ともに、人材定着に向けた取組を継続して支援してまいります。 

  ２点目の介護職員の離職を防ぐためのサポート体制があるかについてお答えさせていただき

ます。 

  公益財団法人介護労働安定センターが実施している介護労働実態調査の結果によると、職場
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定着において効果がある方策と介護事業所が回答しているものとして、有給休暇等の各種休暇

の取得や職務日時の変更しやすい職場づくり、賃金水準の向上、人間関係が良好な職場づくり

等が挙げられておりました。町としても介護事業所との情報交換会を定期的に開催し、経営状

況や人材状況を情報共有するとともに、県で開催している人材確保等の経営改善に向けた取組

などの情報を提供し継続して支援していきたいと考えております。また、国に対し介護職員の

処遇改善や働きやすい環境づくりに向けた支援制度の整備などを要望していく考えでおります。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 答弁ありがとうございます。 

  先ほどの髙橋聡輔議員から病院・介護の人材確保というところでご紹介いただきましたが、

介護畑で働いてきた私ですので、介護に絞って質問させていただきます。 

  先ほども答弁いろいろありました。若い方への、介護に限らずいろんな支援策を打っていた

だいているというところではありますが、介護職員の人材を確保するために様々な結びつきか

らアプローチができると思います。自分が思う自治体と結びついてアプローチできるのは次の

３つのルートかなと思いますので、今どういった取組があるかお伺いします。 

  １つが専門学校など学生へのアプローチ。 

  ２つ目がハローワーク、職業訓練からのアプローチ。 

  ３つ目が介護職希望の外国人へのアプローチ。 

  以上、３点についてお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  １点目につきましては、専門学校、すみません、介護職員の人材確保としまして、町の取組

というよりは県で現在実施している状況を、取組を報告させていただきたいと思います。 

  １点目につきましては、専門学校などの学生に対しましては社会法人宮城県社会福祉協議会

で行っております介護福祉士修学支援等貸付事業がございます。この事業につきましては、介

護福祉士または社会福祉士の資格取得を目指しまして、県内で対象となる養成施設等に在学す

る学生に対しまして修学金の支援として月５万円を貸し付けるというものでございます。 

  ２点目の職業訓練に関しましては、宮城県社会福祉協議会で行っております介護職員初任者

研修受講支援事業がございます。この事業につきましては、介護分野の人材確保、育成及び定

着を図るために、無資格の方を雇用した場合に介護業務に従事しながら勤務の一部として研修
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を受講していただいたり、あとは研修の受講費用及び研修を受講している期間の代替職員の人

件費相当額を助成するというものでございます。 

  ３点目でございますが、介護職を希望する外国人につきましては、こちらも宮城県において

実施をしている事業になりますが、外国人介護人材の受入促進事業、定着支援事業、受入施設

等環境整備事業、資格取得支援事業などを宮城県で行っております。こちらの事業につきまし

ては、相談窓口の設置ですとか外国人の受入れに関するセミナーの開催、外国人介護職員の資

格取得に関する経費や日常生活に必要な助成などを行っているものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 今、特に注目されているのは外国人の介護希望者の雇用というところが

特に注目されていて、今県でも受入事業というのを行っているということで、私もちょっと実

績を調べてみたんですけれども、令和６年度に関しては40人の方が県内で外国人の方で介護の

お仕事を始めた方がいらっしゃいます。ただ、残念ながら加美町はゼロ人という、近隣だと栗

原市が県内でも仙台市に次いでの７人ですとか、大和町が２人ということで、そういった実績

が近隣ではつくられているところで、加美町がちょっと残念ながらゼロだったことに関しては

どういった経緯だったのかなということをお答えいただけますでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  この外国人の受入支援事業につきましては、加美町におきましては実績としてはゼロという

ことなんですけれども、この人材採用に向けた動きとしましては、まずセミナーを開催して意

向調査をするというふうな流れになってございます。その中で、昨年度は１事業所からセミナ

ーの参加の申込みがあったというふうに県からは聞いております。ただ、なぜ加美町がゼロだ

ったのかというところにつきましては、その理由についてはちょっと承知をしていないという

のが現状でございます。また今年度、これからセミナーを開催されたり、来年度の採用に向け

ていろいろな動きがこの事業の中でありますので、こういった情報を提供するだけではなくて、

その相談であったり、あとサポートを事業所とともに一緒に考えていきたいというふうに思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） ７年度の受入れの申込みは恐らく４月か６月でたしか終わってたかなと
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思いますので、本当、来年度以降に期待するしかないところだと思います。 

  今課長の答弁にあったように、各事業所といろいろ連携を図って様々な情報交換されている

ということですが、特に各事業所においてはどのような問題や課題が多く意見として上がって

いるかお聞かせください。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  令和６年度に町内の介護事業所と情報交換を開催しまして、事業所が抱えている問題点です

とか、行政への要望等につきまして情報共有させていただきました。その中で、介護事業所か

ら出された意見、要望としては、若い人が介護職に来ない、募集しても集まらない、職員の定

着が課題だ、外国人材の受入れが必要となってきているが進め方等が分からないといった、介

護人材に関する声が多く出されております。町としましては、先ほども申し上げましたけれど

も、引き続き介護事業所との情報交換を通じまして、介護事業所の現状を情報共有しながら、

宮城県で実施している事業等の取組を情報共有しながら相談、サポートをしていきたいという

ふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） やはり本当に人材不足というところが、本当どこの事業所でも間違いな

く、自分の知っているところでもほとんどの方がやっぱり人手不足で悩んでいます。町として

どのように支援するかということで、財政的支援も求められると思います。 

  １つ先進事例をちょっと紹介いたしますと、北海道白老町で2022年度から外国人材を雇用し

た事業所に対して１人当たり上限10万円を補助する事業をスタートしています。３年たった今、

こちらが30万円に増額しています。また、町内の事業所で勤務するために移住した方には支援

金10万円、訪問介護事業者への燃料費補助など新たに追加したということであります。 

  10万円で始まった事業がこの30万円に増額しているということは、しっかり実績も上げられ

ているかと思います。今年度も中国人２人が新たに白老町では雇用されたということで紹介も

ありました。町としては新規就職者への支援、また、先ほど資格取得者の無資格の方に資格、

資格というか、研修のための費用助成とありましたが、実は無資格者でも必ず認知症の講座を

受けなければいけないということで法が変わっているので、どんな方でも必ず何かしらの講座

は受けなければいけないということになってます。 

  また、さらに上の介護福祉士、その前の介護福祉士実務者研修というものもありますが、こ
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ういったのを受講するのでも、さっき10万円近くの個人負担というものが発生していきます。

事業所によっては全額負担あるいは半額負担ということでされているところもあると思います

が、私も前の会社で半額負担していただきましたけれども、それでも５万円近くの出費をした

というところでもあります。こういった現状がありますので、行政からの支援金、準備金があ

れば、各施設が人材の確保や職員の新しい資格修得のためにより動きやすくなると思いますが

いかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  ただいまの他町村の自治体における実例もご紹介をいただきました。県内におきましては、

仙台市さん、あとは気仙沼市さんでもそういった介護職員、あとは看護職員に対しての助成が

あるというのは承知をしているところでございます。また、大崎管内では、情報を確認しまし

たところ、大崎管内ではそういった助成制度というのを行っている市町村はないというような

のが現状でございます。 

  また加美町でも、先ほど町長答弁にもありましたようにターゲット20を中心に助成をしたい

というふうに考えておりますが、また新たな助成となりますと町単独の事業ということになり

まして、抱えている課題というのは近々の課題ではあるというのは承知をしておりますが、近

隣市町村の動向も踏まえながら考えていきたいというふうに思います。また、県のそういった

助成事業もございます。あとは介護職員の処遇改善ですとか、あとは様々なサポートがありま

すので、そういったところを幅広く取得できるようにやっていきたいというふうに思います。

また、国の介護職員の報酬等についても、国や県の要望の機会があれば強く町としても要望し

ていきたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 徐々にベースアップしてきてはいますけれども、まだまだ他職種よりも

低いということで有名な介護業界ですので、手厚いサポートを町独自でもしていける体制が一

番いいのかなというふうに思います。せっかく介護業界に介護のお仕事を選んで入っていただ

いた方もいますけれども、離職する方も多いと。その原因の上位に多いのは、職場の環境への

不満、あるいは、どうしても腰など痛めてしまう仕事ですので身体的、精神的な負担がありま

す。宮城県では、介護職員のための相談窓口というのを令和５年４月から開設して電話などで、

電話とか、あとは直接、場所に行って相談を受けるというサービスも開設されています。離職
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防止の取組を町の事業所としてもこの取組を周知する、あるいは独自の相談会というのを開催

を検討していくべきだと思いますけれどもいかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 高齢障がい福祉課長。 

○高齢障がい福祉課長（森田和紀君） 高齢障がい福祉課長でございます。 

  宮城県におきましては、この離職防止の取組というのが行われておりまして、介護助手導入

支援事業という事業がございます。介護助手につきましては、施設におきまして、掃除や配膳、

ベッドメイクなど、直接的に介護業務ではない周辺業務を担うというものでございまして、介

護職員の業務負担の軽減や専門職化につなげるというようなものでございます。 

  また、宮城県におきましては、みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度というものがござい

まして、これは介護事業所によります人材育成と定着を促進するというふうな仕組みでござい

まして、働きやすい職場環境の整備に向けて支援するということと、認証事業所を公表するこ

とで新たな人材の参入を促すというものでございます。これらの取組につきましても、町内事

業所に周知を徹底しまして支援につなげていきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 先ほど町長答弁の中にありました離職防止の方策として、有給休暇等の

各種休暇の取得や職務日時の変更しやすい職場づくり等、そういった答弁ございましたけれど

も、それも人あってこそですね。本当、かつかつの中では休むことも言い出せなかったり、そ

れから申し訳ないという気持ちになってしまう方たくさんいます。自分が休んだらこの職場は

どうなるんだ、利用者さんはどうなるんだというそういう思いの中だと、貧すれば鈍すという

言葉がありますけれども、やっぱりそのリソースがなければやりたいと思ってもできないこと

たくさん出てくると思いますので、ぜひ人材確保に心を砕いて、各事業所ごとの努力はもちろ

ん必要ですけれども、町としてそれがしやすいようなサポートをぜひお願いしたいと思います。 

  では、続きまして２点目の質問に移らせていただきます。 

  ２点目の質問は、イベント・災害時に兼用できるトイレカーの導入についてです。 

  観光地としての魅力を強化していこうとする現状に対して、町として観光客をはじめ、イベ

ント参加者に満足していただける受入れ体制を整えなければなりません。先ほど髙橋議員の質

問でもありましたとおり、今加美町、観光元年と町長が銘打って大きく打ち出しているところ

であります。大事なのは、町の、そしてちゃんと体制が整っているかだと思います。 

  我が町では初午まつりをはじめとした大規模イベントや再来年には復活を計画している花火
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大会など、野外イベントの際に臨時で使えるトイレの確保が必要だと思います。そこで提案で

す。災害時の避難所で使用されるトイレカーをイベントにも使用するものとして導入すべきだ

と思いますけれども、見解をお伺いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ２点目の質問として、トイレカーの導入についてといったようなことで

ご提言をいただきました。答えさせていただきたいと思っております。 

  特に今、早坂議員ご指摘のように、初午のとき、仮設トイレも設置しておりますし、また寅

やのトイレなんかも使用していただける、またそのほかご協力いただいているところもあるわ

けですけれども、圧倒的にトイレが少ないといったようなこと、これ私も重々認識しておる次

第でございます。さて、どうするかというような問題の一つとしてトイレカーのご提言といっ

たようなことかと思っておりますけれども、答弁させていただきますと、これまで観光地のト

イレについては、施設内外を問わずトイレの洋式化に取り組み、衛生的なトイレの確保に取り

組んできたといったようなことがございます。登山道付近などでは、用水や排水の課題から、

それでも仮設トイレに頼らざるを得ないような現状が続いております。民間事業者が行った調

査ですと、平均的なトイレの利用時間というのは男性が37.7秒、女性が93.1秒で、女性は男性

の2.5倍ほどかかるといったようなことを言われております。 

  特に大規模なイベントである初午まつり会場におきましては、商店街における町営駐車場や

公の施設のトイレに合わせ、各商店の協力をいただきながら対応しているところでございます。

不足分のトイレについては、仮設トイレ11台をレンタルして男女の区別を行い、各所に設置し

ているのが今の初午での現状でございます。 

  さらに、災害時における常設のトイレについて、これまでのほかの自治体の報告例を見ます

と、地震や水害等の大規模災害において断水や配管の破裂等により使えなくなったトイレが排

泄物でいっぱいになるなどといったようなこと、劣悪な衛生状態になった例が数多く報告され

ております。加美町におきましても東日本大震災を含む過去の災害において、幸い上下水道施

設に大きな影響がなかったことから、こういった問題は発生しませんでした。災害時における

衛生的で安全なトイレ環境の確保は、被災者の健康維持を図る上でも重要な課題となっておる

こと、これ認識しております。 

  政府におきましては、災害時の避難生活の改善に向け、トイレカー、キッチンカー、段ボー

ルベッド、いわゆるＴＫＢの購入に活用できる交付金を用意し、市町村はスフィア基準に沿っ

たトイレの確保が求められております。災害時の備えとして、トイレカーやトイレトレーラー
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を既に導入している自治体では、早坂議員ご指摘のとおり、平時のときはイベントや常設トイ

レとして有効に活用されているようでございます。 

  加美町におきましてもトイレカーの導入を検討しておりますが、優先順位の関係で導入をこ

れまで見送った経緯も確かにございます。また、令和６年の第２回定例会の一般質問におきま

して、一條 寛前議員から災害時に清潔で安心して利用できるトイレ環境の確保について、ト

イレカー、トイレトレーラーのほか、ムービングハウスが有効であるとご提案いただいた経緯

もございます。これを踏まえまして、昨年８月に一般社団法人日本ムービングハウス協会と災

害協定なども締結しているといったような一つ歴史的な流れもございます。災害などの緊急時

の備えに併せまして、イベント時のトイレ確保のためムービングハウスによる平時のトイレ設

置なども含めましてトイレカーも引き続き検討の課題かなといったような認識でおります。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 公明党の先輩、一條議員のやり取りも紹介していただきましてありがと

うございます。 

  ムービングハウスの協定は結んでおりますけれども、具体的にトイレカーの導入については

何度か議論されてると思いますが、現在まで導入に至っていない経緯、理由というのをお答え

いただけますでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（早坂 卓君） 危機対策課長です。よろしくお願いします。 

  先ほど町長の答弁にもありましたとおり、優先順位の関係というのが一番になります。小型

のトイレカー１台の価格になりますと、約1,000万円ほどかかります。また、維持費としまし

て、車検や任意保険等が毎年発生しますのでコストが高いというような状況になります。大規

模の災害時には、町としてレンタル事業者と災害協定を締結しておりまして、万が一避難所の

トイレが使えない場合につきましては仮設トイレを設置し対応することと考えている状況でご

ざいますので、今のところ導入は至っておりません。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 分かりました。 

  では、今のイベントの現状についてお伺いします。 

  今年も初午まつり、ドラゴンカヌーなど、様々な屋外イベント開催されましたが、トイレの

混雑は確認しているでしょうか。 
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○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。よろしくお願いいたします。 

  トイレの混雑の確認でございますが、イベント時のトイレはお客さんに対しまして町のイメ

ージにもつながるというふうに解釈しております。イベントのスタッフが１時間おきに約１回

のペースで清掃を巡回して回っておりますが、その際に混雑などを確認して空いているトイレ

に誘導ですとか、ご案内するような仕組みを取らせていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐々木 功君） 生涯学習課長です。 

  ドラゴンカヌー大会ってちょっと話あったもんで、そちらの状況ですけれども、ドラゴンカ

ヌーでもトイレを設置いたしました。たまに見ると、今年は女性よりも男性のほうがちょっと

並んだのかなというイメージがございました。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 行列、混雑に対する体制は聞かせていただきましたけれども、実際、混

雑があったのかどうかもお答えいただけますでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  商工観光課で現場にいたイベントに関しましては、初午では混雑はしていたというように感

じております。あと、鍋まつりなどでも、やはり飲物が入るイベントなどではトイレの使用頻

度が多くなるのかなというふうに感じております。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） では、仮設トイレで対応しているということですが、手配する段取りと、

あと費用はどれぐらいかかるのかお答えください。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  仮設トイレに関しましては、今、町ではレンタル会社さんにお願いして設置をしていただい

ている状況でございます。費用に関しまして、１基当たりの単価でございますが、仮設トイレ

を配送していただいて、設置、撤去、あと撤去後の清掃まで含めまして、おおむね単価としま
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して約３万6,000円ほどかかっております。そのほかにくみ取り料金が発生している状況でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 例えば初午まつりだとどれぐらい、初午だけで結構です。どれぐらいか

かったか分かりますでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  初午まつりの場合、町内に11台、仮設トイレを設置させていただいておりますので３万

6,000円の11台ということで39万6,000円、40万円近くかかっている状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 私自身も初午まつりでは、バスセンターのトイレのところで親戚の子が

行列でずっと並んでいたのを見ております。それって、どうしても一極集中してしまう場所は

あるかなと思うんですね。特に、バスセンターですと屋根に上る寅やの目の前ですので、どう

してもそこに人は集まりやすいと思います。そのときに、例えば七十七銀行の裏にトイレがあ

るとか、そういったことはどれだけ周知されていたのかお答えください。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  まずトイレの周知に関しましてですが、初午の場合、花楽小路の中央通り、交通規制をかけ

させていただいております。その車両通行止めの場所、交差点にスタッフが張りつきまして来

場者の皆様にチラシを配布しております。イベントのスケジュール的なことと、あとトイレの

場所も記載したチラシを配布して、トイレの周知を図っている状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） チラシは、実は私はちょっと頂いてなかったので分からなかったという

ところはあったんですけれども、例えばチラシ以外にも全部のトイレに、ほかのところにもこ

ういう場所にトイレがありますというふうに案内表示をすると非常に親切で行列も分散される

のではないかと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 
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○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  町の入り口のところのチラシのほかに、商工観光課としましては、町営駐車場のトイレの看

板表示を花楽小路の北側と南側に看板の表示をさせていただいております。あと商工会を通じ

まして、各商店からもトイレについてご協力をいただいております。そのトイレについても、

ちょっと見えないところはあったのかもしれませんが、トイレお貸ししますのようなラミネー

トで作った手作りの看板を出すなどして周知は図っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） ぜひですね、より本当に細かく親切にお願いしたいなというふうに思い

ます。今後、花火大会復活する予定だと思いますが、野外イベントはほかにも行事が増えてい

るかと思います。現状のこの今の体制で対応は可能だと思っていますでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） これから野外イベント、初午に関しましてもトイレの数はもっ

とあってもいいと、あったほうがいいというふうに感じております。また、きれいな快適なト

イレという考え方も同時に考えていきたいと思ってますし、そのことからも先ほど答弁にもあ

りましたムービングハウスのトイレの導入なども引き続き庁舎内で検討は続けていきたいとい

うふうに考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 続きまして、男女で今トイレの待ち時間というのが非常に、かなり差が

出て問題になっているところもあります。今年の７月に政府では、女性用トイレにおける行列

問題の改善に向けた連絡会議を行い、女性のトイレ待ち時間の解消に向けて動き始めています。

私もこの議員になって半年ぐらいで何回か行列を経験しています。具体的には東京駅ですとか

仙台駅などの大ターミナル、あとは初午まつりでのバスセンターでも経験しましたし、あと６

月に参加しました加美町ウオーキングというイベントにも参加したんですけれども、そのとき

に熊野神社がトイレだったわけですが、参加比率が女性の方が多いというのもありましたけれ

ども、男性のほうはすぐ終わり、女性のほうがずらっと並んでいたというようなことも経験し

て見てきています。イベント時に本来用意していた便器の数で行列ができるということがあら

かじめ想定される場合は、仮設トイレでも一部を女性専用のスペースなどにする工夫、配慮が

必要だと思いますがいかがでしょうか。 
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○議長（味上庄一郎君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（阿部正志君） 商工観光課長でございます。 

  今のご質問にありました連絡会議の情報は、商工観光課でも把握しております。あと、また

男女のトイレの時間などに関しましても、先ほど答弁の中にもありました初午など野外のイベ

ントのときも３台設置する場合は、なるたけ混む場所は２台は女性というふうに商工観光課で

も一応配慮はしているところでございますが、やはりどうしても場所によっては混み合ってし

まうというのが現状でございます。また、その混み具合を見ながら男女のトイレをパネルで仕

切って並ぶのも見えないように、の工夫も観光課では場所場所で考えながらやらせていただい

ておりますが、混んだ場合は男性用トイレのほうを変更していってパネルを付け替えるとか、

そういう配慮もしながらお客さんに楽しんでいただけるようなイベントのつくり込み、清潔な

トイレのつくり込みに、これからも努めていきますのでよろしくお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） ぜひ工夫などをお願いします。 

  この大綱の最後の質問ですけれども、今、県内では状況を見ますと利府町で、能登の災害の

ときにも派遣したトイレカーがあり、気仙沼市にはトイレトレーラーがあります。また、今年

度の中では大和町、あとは栗原市ですかね、で、もう議会のほうがトイレカーの購入を可決し

たというようなことで自治体の動きも進んでいます。ムービングハウスの提携はもちろん結ん

で有効に活用できると思いますけれども、例えば祭りの一角にムービングハウス等を置くのは

正直ちょっと現実的なことではないかなというふうには思います。災害用に役場に待機するト

イレカー、あと公園など特定の場所に置きながら移動して使えるトイレトレーラーというもの

は、臨機応変に対応することができると思います。いずれ起きる災害のときに必要で、でも持

っておかなければいけないトイレカー、イベントというのは毎年のようにありますのでイベン

トで必ず使うということでこの２つの役割を持てば、またトイレカー導入についても議論がぜ

ひ前向きに進んでいくのではないかと思いますが最後に町長からお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  今まず、今のご議論ですけれども、初午ということにまず焦点を当ててちょっと私も答弁さ

せていただきますと、初午では間違いなくトイレは混雑しています。議員ご指摘のとおりです。

だからこそ、先ほど冒頭、私も言いましたとおり、何とか中新田の今後の中新田商店街の観光
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地化といったようなことも考える上でトイレが必要だよねといったようなこと、これあるかと

思います。 

  そして、私の認識では、特に女性の方は、並ぶ、並ばないということが問題かもしれません

が、清潔かどうかだと私は思っております。そうしますと、仮設というとなかなかねというふ

うなこと、これ考えておるわけです。そうした中におきましてムービングハウス、前回、一條

議員からのご指摘をいただいて、その導入はありかなというふうに思ったのは、一々持ってく

るんじゃなくて、まず固定ですね。そして、いざ災害のときに移動をかけることができると。

岩手県のほうに視察に行かせていただきましたけれども、30分でトレーラーさえあれば持って

これる、移動かけられるといった、そういうようなこともございます。 

  トイレカー、私の感想でちょっとトイレカー、実物を見たことないからちょっと私も一度見

させていただく機会があれば見たいなと思っているんですが、コスパよくないような気するん

ですよ。素直に言います。例えば今手元にある小型トイレカー１台で900万円、補助金あると

いうのは分かりますけれども、そうすると、これ便器が一律１つじゃないかと思うんです。そ

うしますと、果たしてこれがコスパは考えなきゃいけませんのでいかがなものかといったよう

な感覚でもあるというのも今の素直な現状でございます。 

  いずれにしましても、これから観光地化ということで、議員ご指摘のように様々なイベント

ということもこれから増えてくる加美町でございますので、トイレカーまたはトレーラーハウ

スのほうがいいのかということも少し庁内で検討させていただきまして考えていかなきゃいけ

ないのかなと。私個人的な強い気持ちとしては、中新田の商店街、初午だけではなくて、どこ

かできれいなトイレが必要だなというのは強い思いでいるといったようなことを最後に言わせ

ていただいて私の答弁とさせていただきます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 費用対効果、そしていかにイベントに来た方に気持ちよくトイレも使用

していただいて、大事なのは観光地としてのリピーターというのが非常に大事だと思いますの

で、ぜひ万全の体制を整えるよい技能をまたしていただきたいと思います。 

  では、３点目の質問に移らせていただきます。 

  ３点目は、町営住宅の申込みについてです。条例で定められている町営住宅の入居申込み条

件に「町内在住の連帯保証人が必要」と明記されています。しかし、少子高齢化・人口減少の

中で保証人の確保が困難な方も多く、条例の改正が必要な時期に来ていると思われますが、見

解をお伺いします。 
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○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） それでは、町営住宅の申込みについてというご質問にお答えさせていた

だきます。 

  町営住宅への入居に当たっては、現行条例において、連帯保証人は原則として町内に居住し、

独立の生計を営み、かつ入居予定者と同程度以上の収入を有する者と定めており、これは入居

者の生活の安定や家賃滞納時などの迅速な対応を目的としたものでございます。 

  ご指摘のとおり、近年は少子高齢化や人口減少の影響により、町内で保証人を確保すること

が難しいケースも見受けられております。本規定はあくまで原則であるため、町外在住の子ど

もや親族などを連帯保証人として認めるなど、居住の安定を図るために柔軟に運用しているの

が実際でございます。そのため現時点での条例の改正は必要とまでは考えておらないというの

が事実でございまして、今後も個別の事情を丁寧に確認しながら公平で適正な運用に努めてい

きたいというふうに考えている次第でございます。 

  以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） まず令和２年に国土交通省からこのような通知がありました。公営住宅

の入居に際しての保証人の取扱いで、保証人の確保が困難であることを理由に入居できないと

いった事態が生じないようにしていくことが必要であると考えています。保証人の要否につい

て、未検討の事業主体においては早急に検討を行っていただきますようお願いいたしますとあ

りました。令和２年、この通知来ていると思いますが、そのときの町の対応はいかがだったの

でしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 町民課長でございます。よろしくお願いいたします。 

  令和２年に国土交通省より公営住宅への入居に際しての取扱いについて通知がなされている

ことは承知しております。この通知は、令和２年４月１日に施行された民法改正による連帯保

証人への極度額設定の義務化や身寄りのない単身高齢者の増加により入居に際しての取扱いに

ついて見直しを行うもので、加美町におきましても、連帯保証人の責任が過度に重くならない

よう、令和２年４月に連帯保証人が負う債務について限度額50万円とする極度額の設定を行っ

ております。これにより連帯保証人となる方にとって責任の範囲が明確となり、安心して引き

受けていただけるよう配慮したところであります。今後とも、国の方針や他市町村の動向を注

視しつつ適宜対応してまいりたいと思っております。 
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○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 過度にならないようにという配慮ですけれども、具体的に保証人に求め

られる役割と町内在住の方が望ましい理由について教えてください。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 初めに保証人に求められる役割についてですが、町営住宅において

は、入居者が家賃その他の債務を履行できなくなった場合、町の債権を確実に保全するため、

その責任を連帯して負っていただくこと、また、入居者の生活上の緊急事態や連絡が必要とな

る場合に身近に支援していただける方を確保することを目的としております。 

  続きまして、町内在住の方が望ましい理由についてですが、連帯保証人の方が町内に居住し

ていることで入居者との関わりが比較的密接であり、万一の際の連絡や対応が迅速かつ円滑に

行えることが挙げられます。また、町としても、住宅管理上の問題が生じた場合に、直接的に

相談、連携がしやすいという実務上の利点もあります。そのため、連帯保証人は原則として町

内在住の方が望ましいとしているところでございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 緊急連絡先というのが保証人に求められる役割の一つということですけ

れども、例えば、家族、親族であれば、町内に限ることでもないと思うのですが、そこについ

ては見解いかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 議員おっしゃるとおりだと思います。その方たちにつきましては、

規定では原則として町内在住としておりますので、先ほど町長からもお話がありましたが、適

宜相談をしましてそのときに、例えばお子様のほうが町外にお住まいの方などに対しては、そ

の方を連帯保証人として入居していただくという対応も取らせていただいているところです。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 令和２年の国土交通省の通知を受けて、令和４年に東海４県で調査した

ものがあります。それによりますと、通知を受けてから実に東海４県では37.5％の事業主体が

保証人不要化実現、戸数でいうと82％の方がもう保証人は不要ということで東海４県ではそう

いう取組をされています。令和４年を一つ、調査の令和４年を基準としてこの令和７年までの

３年間で町内の保証人で入居されたという方は加美町ではどれぐらいいらっしゃるでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 加美町においての過去３年間で町外の方が保証人となった件数です
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が、令和４年度に一度だけお子様が連帯保証人となっておりまして、令和５年、６年度での町

外の方の連帯保証人はありませんでした。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） ありがとうございます。 

  全体でいうと何％、町外の保証人で今入居されてるでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 町民課長でございます。 

  現在ですね、町営住宅に入居されている方、283名おります。そのうち町外の方が連帯保証

人となっている方は47名で、全体の割合として16.6％となっております。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） ６分の１ということですね。保証人に求められる役割で家賃未払いの場

合の代わりの支払いなどとありましたけれども、町営住宅での今の家賃の収納率と、あとは保

証人が支払った例というのは、この１年間でどれぐらいあるでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 町民課長でございます。 

  現在、町営住宅における家賃の徴収率ですが８月末時点で92.91％となっております。また、

連帯保証人が支払った例につきましては、令和６年度１年間で９万円となっております。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） すみません。ちなみにその８％、約７％ですかね、７％の方というのは

まだ未納のまま過ぎているのでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） この方１件だけございまして、たしか前の年から令和５年度から分

割でというんですかね、そういう形で支払っていただいております。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 今後、想定されるケースとしてあると思うんですけれども、単身世帯で

外国人が町営住宅に入居しているケースはありますか。また、ある場合は保証人はどうしたの

か。また、いない場合は、今後身寄りのない外国人が入居を希望した場合、海外ならば保証人

いますというような、そういう状況だった場合は想定しているのかお聞かせください。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 町民課長でございます。 
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  町営住宅における単身世帯の外国人については、これまで入居事例はございませんでした。

外国人の方で家族世帯で入居されている方はいらっしゃいます。連帯保証人については、町内

の知人など日本人の方にお願いしている状況でございます。 

  続いて、身寄りのない外国人の方からの入居希望があって海外在住の保証人とするようなケ

ースでございますが、連帯保証人には町との迅速な連絡や債務の履行など、現実的に国内での

対応できることが求められています。このため、連帯保証人には国内在住の方をお願いする考

えでありまして、海外在住の方を連帯保証人とすることは現実的に困難であると考えておりま

す。今後も、また国や県の動向を踏まえつつ、制度の在り方を適切に検討してまいりたいと考

えております。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 先ほど東海４県の例を紹介させていただきましたけれども、現在の県内

では、私もいろいろ条例をホームページなどで見る限りは、町内、市内という言葉多く見えた

のですが、県内の実態はいかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 宮城県内の条例の実態ということでございましたが、条例では、私

のほう、ちょっと全部読み切れてなくて把握してないんですが、令和６年度に保証人調査とい

うのが行われております。この調査の結果では、保証人規定を削除を行ったのは仙台市のみで、

宮城県その他の市町村においては引き続き保証人を要する規定として保証人制度を維持したま

ま運用している状況でございます。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 今回のこの一般質問するに至った経緯で、やっぱり町内の保証人がなか

なかちょっと見つけられません、どうしたらいいですかという相談がちょっと相次いで先月来

たもので、私もそれでいろいろ調べてみました。ホームページには連帯保証人が１名必要とは

書いてます。ただ、そこにはそれしか書いてないですね。募集要項をちょっとお預かりしまし

たけれども、太字で、ここだけちょっと結構太字で強調されて加美町在住でというふうに書い

てるわけです。それで、やっぱりこれを見て強調されているというところで加美町に保証人な

れる人がとてもじゃないがいない、どうしましょうというようなことで相談されたというのが

実情です。表記は、ホームページも合わせなければいけないと思うのですがいかがでしょうか。 

○議長（味上庄一郎君） 町民課長。 

○町民課長（西山千秋君） 町民課長でございます。 
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  議員からご指摘いただきましたホームページ等の募集要項、こちらでも再度確認させていた

だきました。ご指摘いただきましたとおり申込者に誤解が生じるような、ちょっと加美町在住

と書かれてあったりなかったり、生じるような記載があったこと大変申し訳ございませんでし

た。町内に適当な、やっぱり連帯保証人の方が得られない方にとっては申込み自体をためらう

要因となることも考えられるため、今後は連帯保証人について入居希望者に寄り添った丁寧な

説明と募集案内等への連帯保証人についての書きぶりを工夫して、早急に改善して誤解や萎縮

されることがないよう配慮してまいりたいと思います。どうぞご理解いただきますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） 柔軟な対応など今後もしていただけると思いますが、ただ恐らく柔軟な

対応をし続けると、今度はもう町内の保証人、今後もこういう相談は増えるのではないかとい

うふうに私は見ています。現に先月だけで私のところに２件入ってきたりですね、もしかする

とこれまでもこの加美町在住の保証人という言葉を見て町営住宅の申込みを断念したという、

そういった声なき声もあるのではないかというふうに私は感じています。 

  最後に町長にお伺いいたしますけれども、条例の文言に意味がなくなるような状況であれば

現状に合わせての、やはり見直しは必要ではないかと思いますが見解をお願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） ありがとうございます。 

  今ご指摘いただきましてホームページとチラシのうち、表記の違い、これはよろしくないの

で、先ほど町民課長が答弁したとおり対応しなきゃいけませんし、その他の部分でもこういう

ことがないか、ちょっと気をつけていかなきゃいけないなと思って今議員の質問を聞かせてい

ただきました。 

  これは、ちょっと町民課長とも議員からのご質問をいただいたときにいろいろと討論したと

ころではあるんですが、私どもとして連帯保証人、そこからもちろん、例えば家賃が滞納にな

ったときといったようなときに担保する方といったようなこともこれはあります。しかしなが

ら、今一番私ども心配しているのは、こういうふうな、先ほどからるる今日の議会の中でも言

葉として出てきますが高齢化が進んでいるといった中におきまして、やはりこういう住宅に住

んでいる方が孤独死等をすることを私たちは一番懸念しております。亡くなられてしまうのは、

これは寿命とか様々な要因がありますが、これが嫌なんではなくて、やはりその後に誰も引取

り手がいないというようなこと、これは本当に人の死を迎えたときの何か最も悲しいこと、気
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の毒なことに私はつながっていくかというふうに思っております。 

  ですので、今日のやり取りの中では言葉としては出てきておりませんが、連帯保証人の意味

合いとしては、私としては身元引受人といったような意味合いが強いのかなあというふうに思

っております。もちろん条例、意味がないということになってくれば改正しろと、したほうが

いいんじゃないか、さっぱりするんじゃないかといったような議員のご指摘も分かります。し

かし一方で、あまりにもずぶずぶにしてしまうというのもいかがなものかというふうな気持ち

でも私受け止めておるところもありますので、少し言葉の誤解をいただかないで、そうやって

素直にご相談いただけるような文言というのを少し探していくべきかなというふうに今、討論、

聞かせていただいて思った次第でございますので少し預からせていただければと思います。 

  以上です。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） ありがとうございます。 

  断固削除しろということではなく、例えば柔軟な対応をしつつも、毎回、町内の方、家族の

方でも町外でもいいですよというふうに説明していくのであれば、分かりやすい表現のほうが

よろしいかなというふうには思っております。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

○町長（石山敬貴君） すみません。町外というところの部分ありましたよね。町内か、町内に

連帯保証人の町内という部分に関しては、積極的にちょっと議論する余地があるかなというふ

うに思います。すみません、言い忘れましたので付け加えさせていただきました。 

○議長（味上庄一郎君） 早坂 潔君。 

○２番（早坂 潔君） まずやっぱり希望者が戸惑わないような、そういった言葉遣いですね。

あと対応のほう、そして、みんなが分かりやすく一目見るだけでも、これなら悩まなくて済む

というようなそういった、今後も、ほかにも恐らく時代に合わない条例って出てきてるのかな

というふうに思いますので、その都度その都度みんなでチェックしながら、また議論していき

たいというふうに思います。 

  以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（味上庄一郎君） 以上をもちまして、２番早坂 潔君の一般質問は終了いたしました。 

  お諮りいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議

ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



 

- 81 - 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしといたします。 

  よって、本日はこれにて延会することに決定いたしました。 

  本日はこれで延会といたします。 

  なお、明日は午前10時まで本議場にご参集願います。 

  大変ご苦労さまでした。 

     午後３時２７分 延会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長青木成義が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名する。 

  令和７年９月９日 
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             署 名 議 員  田 中 草 太 

 

             署 名 議 員  早 坂   潔 
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